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2010（平成 22 年）
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２
　１月 10 日、千葉県幕張メッセで開催された第 37 回マーチ
ングバンド・バトントワーリング全国大会にメリーホッパー
ズ（32 人）が九州支部代表として出場しました。
　メリーホッパーズは、山鹿市、菊池市、熊本市でバトンが大好
きなメンバー約 50 人が所属しています。山鹿市からは、菊鹿教
室から６人のメンバーがペップアーツ部門に出場しました。

前列左から冨田あかりさん（城北小）、高群桃
も も か

果さん（城北小）
後列左から坂本南

みなみ

さん（菊鹿中）、萩尾実
み ゆ

結さん（城北小）、
霍口友

と も え

萌さん（城北小）、中川萌
も え か

香さん（城北小）

メリーホッパーズ
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所得税申告・住民税申告所得税申告・住民税申告

★還付申告ができる人
　①平成 21 年中に中途退職した給与所得者で、源泉徴収税を
　　納め過ぎになっている人
　②各種所得控除・税額控除を追加する人
　期間▷２月１日㈪〜 15 日㈪　９：00 〜 16：00
　　　　（土日祝祭日を除く）
　会場▷市役所３階第１会議室
　　　※還付申告は、各申告会場でもできますが、混雑します
　　　　 ので、上記の期間をご利用ください。
★税法改正により昨年と変わったこと
　①住宅借入金等特別控除の改正
　　適用期限が５年延長されました。居住者が、居住用家
　　屋の新築、新築住宅もしくは既存住宅の取得または増
　　改築等をして、平成 21 年１月１日から平成 25 年 12
　　月 31 日までの間に、その者の居住の用に供した場合の
　　控除期間、住宅借入金等の年末残高の限度額および控
　　除率等が次のとおりとされました。
　　また、対象となる増改築等について、省エネ改修工事
　　をして、平成 21 年４月１日から平成 22 年 12 月 31 日
　　までの間に、その者の居住の用に供した場合には、そ
　　の要件が緩和され、対象となる省エネ改修工事の範囲
　　が拡大されました。

②減価償却制度の改正
　　法定耐用年数について、機械および装置を中心に資産
　　区分が整理されるとともに、法定耐用年数の見直し等
　　が行われました。

今年も市・県民税と所得税の申告時期が近づきました。
もし、申告を忘れてしまうと、各種証明書の交付を受け
ることができなかったり、国民健康保険税（後期高齢者
医療保険料）の軽減措置が受けられなくなることがあり
ます。必ず期限内に申告しましょう。分からない点があ
りましたら、気軽にお尋ねください。

…山鹿税務署　☎ 44‐2181
または、市役所・税務課市民税係　☎ 43‐1120

問合せ

確定申告・市県民税申告

申告会場▷山鹿税務署内
申告期間▷２月 16 日㈫〜３月 15 日㈪まで
　　　　　（土曜・日曜を除く）
相談時間▷９：00 〜 16：00 まで

所得税・贈与税・消費税および
地方消費税の申告はこちらに

平成 22 年１月１日現在山鹿市に
お住まいですか？（でしたか？）

その収入は、給与収入の
みで、勤務先から市役所
への給与支払報告書の提
出が済んでいる人

その収入が、事業 ( 営業・
農業）や不動産である人

平成 21 年中は山鹿市在住のご家
族の扶養（税務上）に入っていま
したか？

平成 21 年中に何らかの収入があ
りましたか？

その収入が、遺族年金や障
害者年金などの非課税とな
る収入である人（※ 注）

申告は不要です

山鹿市での申告は不要です
※ 1 月 1 日にお住まい（だった）の市町村に
ご相談下さい

原則申告は不要ですが次に該当される人は申告が
必要です
・各種の所得控除を追加する人
・２か所以上からの給与の支払いを受けた人や 21
年の途中で退職された人で年末調整がまだの人
※税務署で確定申告を済ませた人は住民税（市県
民税）の申告は不要です

住民税（市県民税）の
申告が必要です
※税務署で確定申告を
済ませた人は不要です

収入が公的年金のみで、収入額
が 158 万円以下の 65 歳以上の
人（65歳未満の人は98万円以下）
　※年齢判定基準日は
       平成 21 年 12 月 31 日

・国民健康保険被保険者
後期の人は軽減判定の
ため申告が必要です
・所得証明書などが必要
な人は申告が必要です

・国民健康保険被保険者後期の人は軽減判定
　のため申告が必要です
・所得証明などが必要な人は申告が必要です

スタート

は　い
いいえ

▪あなたは申告が必要？不要？（このチャートはあくまでも目安です。詳しくはお問い合せ下さい）

▪個人住民税の納税義務のある公的年金受給者の人へお知らせ
　４月１日に 65 歳以上の公的年金受給者で、その年度の個
人住民税（市民税・県民税）の納税義務がある人については、
公的年金等に係る所得に対する個人住民税が、公的年金か
ら特別徴収（天引き）されます。
●新たに特別徴収（天引き）になった人の徴収方法
　◇６月・８月は、年税額の４分の１ずつを普通徴収（納
　　付書や口座振替等により納税者が納付）します。
　◇ 10 月・12 月・２月は、年税額の６分の１ずつを老齢
　　基礎年金等の支給月ごとに該当年金支払額から特別徴
　　収（天引き）します。

●前年度特別徴収だった人の徴収方法
　◇４月・６月・８月は、前年度の２月の税額と同額を、
　　老齢基礎年金等の支給月ごとに当該年金支払額から仮
　　徴収します。
　◇ 10 月・12 月・２月は、確定した当該年度の年税額か
　　ら年度前期（４月・６月・８月）に仮徴収した額を差
　　し引いた額の３分の１ずつを、老齢基礎年金等の支給
　　月ごとに該当年金支払額から本徴収します。
　個人住民税の納税方法を変更するものであり、これに　
より新たな税額負担は生じません。

③金融・証券税制の改正
　上場株式等の配当等に係る税率

★申告の時忘れてはならないもの
　①市役所から送付された住民税の申告書、または、税務
　　署から送付された確定申告書をお持ちの人は、その申
　　告書を必ず記入し、印鑑と一緒に持参ください。
　②公的年金・ 給与所得などのある人は、源泉徴収票。
　③医療費控除を受ける人は、支払った医療費の領収書、
　　明細書、保険などで補てんされる金額の明細書。おむ
　　つ代は、医師の証明書が必要です。（２年目からは市
　　町村長の証明書で可）
　④国民健康保険税・後期高齢者医療保険料・国民年金・
　　介護保険料・農業者年金などの社会保険料控除のある
　　人は、保険料の領収書または払込証明書が必要です。
　⑤生命保険料控除や地震保険料控除のある人は、支払保
　　険料の証明書。
　⑥住宅借入金（取得）等特別控除を受ける人は、登記簿
　　謄本または抄本、住民票の写し、売買契約書の写し、
　　または工事請負契約書の写し、住宅取得資金に係る借
　　入金の年末残高証明書。

★申告での注意点
　①申告には所得者本人が来てください。
　②事業所得のある人は、収支決算書（収支内訳書）を作　
　　成し、ご持参ください。
　　※ 収支内訳書の作成がない場合は、その場で自書によ
　　　る作成を行っていただきます。受付順が替わる場合
　　　がありますのでご了承ください。
　③日雇賃金、地代家賃、その他すべての所得を正確に調　
　　べて来てください。

（※ 注）平成 20 年分が非課税所得のみの人については、
先に申告書を送付しています。平成 21 年分についても同
じ非課税所得に該当する人は、申告書に必要事項を記入
の上、市役所へ返送、または直接持参してください。

受付期間は２月16日㈫〜３月15日㈪まで

居住年 控除期間
住宅借入金等
の年末残高の

限度額
控除率

最大控除
可能額

平成 21 年 10 年間 5,000 万円 1.0％ 500 万円
平成 22 年 10 年間 5,000 万円 1.0％ 500 万円
平成 23 年 10 年間 4,000 万円 1.0％ 500 万円
平成 24 年 10 年間 3,000 万円 1.0％ 500 万円
平成 25 年 10 年間 2,000 万円 1.0％ 500 万円

〜平成20年12月31日平成21年１月１日〜
平成23年12月31日 平成24年１月１日〜

【申告における税率】
総合課税 累進課税（所得税５％〜４０％、住民税１０％）
申告分離

課税 ― 10％ （所得税７％、
　　   住民税３％）

20％ （所得税 15％、
　　   住民税 ５％）

【源泉徴収における税率】
居住者

（個人 ※）
10％

（所得税７％、住民税３％）
20％ （所得税15％、
　　   住民税 ５％）

　※大口株主等である個人を除きます。
　上場株式等の譲渡による所得に対する税率

〜平成23年12月31日 平成24年１月１日〜
金融商品取引業者等

を通じた譲渡等
10％ （所得税７％、

　　　   住民税３％）
20％ （所得税15％、

　　 　 住民税 ５％）
上記以外の譲渡 ２０％ （所得税１５％、住民税５％）

確定申告は自分で作成してお早めに！
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所得税申告・住民税申告

▪申告会場および日程

平成 22 年度（平成 21 年分所得に対する）申告について、下記の日程で行います。
申告の際は、期日と会場を確認のうえお越しください。なお、指定の日に都合が
悪い場合は、いずれの会場でも申告できますが、会場次第ではお待たせする場合
もありますのであらかじめご了承ください。

【受付時間】午前は９：00 〜 11：30　午後は１：00 〜４：00

注）（住申）住民税（市県民税）申告
　　（確申）確定申告

月日 ･ 曜 対　象　地　区 会場

2/16 ㈫ 姫井・霜野・仁王堂・北谷・梅木谷・
大浦・中浦

鹿
央
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

２
階

2/17 ㈬ 姫井団地・一里木団地・堂米野・下米
野・上岩原・岩原・春間・郷原・岩倉

2/18 ㈭ 米野・水原・元広・下原・持松東・
持松西

2/19 ㈮ 奥永・上久野・久野・宮・下千田・
上千田・上広

2/22 ㈪ 平小城校区・石・杉（住申）

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
体
育
館

2/23 ㈫ 三玉校区・村熊入・町熊入（住申）
2/24 ㈬ 三岳校区（住申）
2/25 ㈭ 川辺校区・名塚・下吉田・日輪台（住申）
2/26 ㈮ 米田校区・古閑・中・日の出団地（住申）

3/ １ ㈪ 藤井１区・２区・方保田・白石十三部・
鹿校通１丁目〜４丁目（住申）

3/ ２ ㈫

宗方（北・南）・下町・中町・上市町・
南本町・栄町・温泉通・花見坂・大宮通・
上広町・広町・九日町・日吉町・堀明町・
上町・北町・松坂町（住申）

3/ ３ ㈬
西上町・東通町・天神町・明治町・栗林・
桜町中・桜町西・原町・泉町・新町・
温泉プラザ・大宮町（住申）

3/ ４ ㈭ 平小城校区・石・杉（確申）
3/ ５ ㈮ 三玉校区・村熊入・町熊入（確申）
3/ ８ ㈪ 三岳校区（確申）
3/ ９ ㈫ 川辺校区・名塚・下吉田・日輪台（確申）
3/10 ㈬ 米田校区・古閑・中・日の出団地（確申）

3/11 ㈭ 藤井１区・２区・方保田・白石十三部・
鹿校通１丁目〜４丁目（確申）

3/12 ㈮

宗方（北・南）・下町・中町・上市町・
南本町・栄町・温泉通・花見坂・大宮通・
上広町・広町・九日町・日吉町・堀明町・
上町・北町・松坂町（確申）

3/15 ㈪
西上町・東通町・天神町・明治町・栗林・
桜町中・桜町西・原町・泉町・新町・
温泉プラザ・大宮町（確申）

月日 ･ 曜 対　象　地　区 会場

2/16 ㈫ 浦方・桑原・枝川内・迫・才野・幸ヶ丘・
釘の花・細永

鹿
北
公
民
館

2/17 ㈬ 川原谷・山下・堂原・中間・東野・陣内・
東栗瀬・西栗瀬

2/18 ㈭ 下中・上中・竹の谷・男岳・柚の木谷・
中津川・底野・三楠・田渕・柏ノ木

2/19 ㈮ 高井川・弁天 ･ 尾谷・荒平・田中・原・
本多久・金原・入道・茂田井

2/22 ㈪
麻生・皆瀬・宮迫・柿原・福原・小川内・
後川内・市木・下村・南松尾・須屋・
星原

2/23 ㈫ １区〜５区

菊
鹿
総
合
支
所　

１
階

2/24 ㈬ ６区〜９区

2/25 ㈭ 上本分・下本分・黒蛭・米原・立徳・
木山

2/26 ㈮ 横枕・道場・大林・池田・永山・酒造野・
宮原・阿佐古

3/ １ ㈪ 川西・島田・山の井・日渡・日渡団地・
みどり団地

3/ ２ ㈫ 下永野（１区・２区）・下組・上組・
菊鹿五郎丸

3/ ３ ㈬ 太田・川原・長谷川・長谷

3/ ４ ㈭ 辺田目・裏方・笹本・今古閑・良福寺・
新屋敷・上中町・来民中町 ひ

だ
ま
り　

大
会
議
室

3/ ５ ㈮ 下中町・来民下町・大正町・南古閑
3/ ８ ㈪ 御宇田・原部・坂東
3/ ９ ㈫ 駅通・小嶋・下高橋
3/10 ㈬ 高橋・津袋
3/11 ㈭ 庄・石渕
3/12 ㈮ 梶屋 ･下梶屋・中富･ 川北
3/15 ㈪ 川南・分田・中分田・下分田・小柳

市議会 12 月定例会
　平成 21 年（第８回）市議会 12 月定例会は、12 月１日に開会し、12 月 18 日までの 18 日間の日程で開か
れました。今議会では、条例、予算など議案 32 件（条例９件、予算６件、その他 17 件）、認定１件、報告４
件を審議。その結果は次のとおりです。

◆◇　議　案　◇◆
■議案第 98 号　議会の議決すべき事件を定める条例　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…可決
■議案第 99 号　山鹿市手数料条例の一部を改正する条例

  …可決
■議案第 100 号　山鹿市・植木町介護認定審査会の委員
　　　　　　　　の定数等を定める条例等を廃止する条例

     …可決
■議案第 101 号　山鹿市介護保険条例の一部を改正する
　　　　　　　　 条例　　　　　　　　　　　　  …可決
■議案第 102 号　山鹿市障害程度区分認定審査会の委員
　　　　　　　　 の定数等を定める条例　　　　  …可決
■議案第 103 号　山鹿市農業集落排水処理施設条例の一
　　　　　　　　 部を改正する条例　　　　　　  …可決
■議案第 104 号　山鹿市下水道条例の一部を改正する条
　　　　　　　　 例　　　　　　　　　　　　　  …可決
■議案第 105 号　山鹿市病院事業の設置等に関する条例
　　　　　　　　 の一部を改正する条例　　　　  …可決
■議案第 106 号　山鹿市立病院使用料及び手数料条例の
　　　　　　　　 一部を改正する条例　　　　　  …可決
■議案第 107 号　平成 21 年度山鹿市一般会計補正予算（第
　　　　　　　　６号）　　　　　　　　　　　　 …可決
■議案第 108 号　平成 21 年度山鹿市国民健康保険事業特
　　　　　　　　 別会計補正予算（第３号）　　    …可決
■議案第 109 号　平成 21 年度山鹿市老人保健事業特別会
　　　　　　　　 計補正予算（第２号）　　　　    …可決
■議案第 110 号　平成 21 年度山鹿市介護保険事業特別会
　　　　　　　　 計補正予算（第３号）　　　  　  …可決
■議案第 111 号　平成 21 年度稲田財産区特別会計補正予
　　　　　　　　 算（第１号）　　　　　　　　　…可決
■議案第 112 号　平成 21 年度山鹿市病院事業会計補正予
　　　　　　　　 算（第４号）　　　　　　　　    …可決
■議案第 113 号　財産の取得について　　　　      …可決
■議案第 114 号　山鹿市・植木町介護認定審査会の共同
　　　　　　　　 設置の廃止について　　　　     …可決
■議案第 115 号　山鹿市・植木町障害程度区分認定審査
　　　　　　　　 会の共同設置の廃止について　  …可決
■議案第 116 号　山鹿植木広域行政事務組合の共同処理
　　　　　　　　 する事務の変更及び規約の一部変更に
　　　　　　　　 ついて　　　　　　　　　　  　…可決
■議案第 117 号　山鹿植木広域行政事務組合の共同処理
　　　　　　　　する事務の変更に伴う財産処分について

  …可決

＊なお、この議案書全文は、市役所ホール「情報プラザ」
　に置いてあります。自由にご覧いただけます。
＊お問い合わせは議会事務局（☎４３‐１６３４）
　または本庁総務課法令文書係へ（☎４３‐１１１７）

■議案第 118 号　山鹿植木広域行政事務組合の共同処理す
　　　　　　　　る事務の変更及び規約の一部変更につい
　　　　　　　　て　　　　　　　　　　　　　     …可決
■議案第 119 号　熊本県市町村総合事務組合を組織する地
　　　　　　　　方公共団体の数の減少及び規約の一部変
　　　　　　　　更について　　　　　　　　　　  …可決
■議案第 120 号　熊本県後期高齢者医療広域連合を組織す      
　　　　　　　　る地方公共団体の数の減少及び規約の一
　　　　　　　　部変更について　　　　　　　　  …可決
■議案第 121 号　公の施設の指定管理者の指定について（山
　　　　　　　　鹿市山鹿老人福祉センター等）　　…可決
■議案第 122 号　公の施設の指定管理者の指定について（山
　　　　　　　　鹿市菊鹿健康福祉センター「ひまわり館」）  

…可決
■議案第 123 号　公の施設の指定管理者の指定について（山
　　　　　　　　鹿市幸の国有機センター）　　　   …可決
■議案第 124 号　公の施設の指定管理者の指定について（山
　　　　　　　　鹿市鹿本多目的交流施設）　　　   …可決
■議案第 125 号　公の施設の指定管理者の指定について（山
　　　　　　　　鹿市薄尾斎場）　　　　　　　　   …可決
■議案第 126 号　土地改良事業計画の概要について  …可決
■議案第 127 号　教育委員会委員の任命について　  …同意
■議案第 128 号　人権擁護委員の推薦につき意見を求める
　　　　　　　　ことについて　　　　　　　　　  …同意
■議案第 129 号　人権擁護委員の推薦につき意見を求める
　　　　　　　　ことについて　　　　　　　　     …同意

◆◇　認　定　◇◆
■認定第 14 号　平成 20 年度山鹿市病院事業会計決算の認
　　　　　　　  定について　　　　　　　  …認定 ( 多数）

◆◇　報　告　◇◆
■報告第 16 号　専決処分の報告について　　　　　…受理
■報告第 17 号　幸の国木材工業株式会社の経営状況の報告
　　　　　　　  について　　　　　　　　　　　　…受理
■報告第 18 号　株式会社菊鹿フラワーバンクの経営状況の
　　　　　　　  報告について　　　　　　　　　　…受理
■報告第 19 号　株式会社あんずの丘の経営状況の報告につ
　　　　　　　  いて　　　　　　　　　　　　　　…受理
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▪平成 22年度人間ドック助成の受付が始まります
病巣の早期発見を目的に、今年も国民健康保険加入者を対象に、『人間ドック』の
受検者を次のとおり募集します。
ただし、定員になりしだい受付を終了しますので、ご了承ください。なお、受検後、
市の保健師および栄養士による検査結果に基づく保健指導を予定しています。

★助成対象者
　　①年齢 35 歳から 74 歳までの国民健康保険の被保険者
　　（昭和 11 年４月１日生〜昭和 51 年３月 31 日生）
　　　ただし、後期高齢者医療保険の加入者は除く。
　　②国民健康保険税の完納世帯
　   　※ドック申込日・受検日ともに国保の資格を有する人に限ります。
★検査機関
　　山鹿市立病院　他（検査機関名簿は、受付時に配布します）
★検査費用
　　１泊２日コース：34,000 円程度
　　１日コース　　：20,000 円程度
　　　　　　　　　（それぞれ自己負担分の目安です）
　　 ※検査機関によって費用が異なります。
★受付場所
　　本庁および各総合支所
★募集期間
　　２月 22 日㈪〜３月５日㈮　８：30 〜 17：00( 土・日を除く)
　　 ※募集期間以後は受付できませんのでご注意ください。
★募集人員
　　１,1 ００人程度
★検査期間
　　平成 22 年４月〜平成 22 年 11 月
　　
　◎申込時には、必ず国民健康保険被保険者証と印鑑が必要です。

山鹿市国保人間ドックの問い合せ先
　本庁　国保年金課　国民健康保険係　☎ 43‐1527
　各総合支所　市民生活課　市民健康福祉係
　　　　 　　   鹿北　☎ 32‐3111、菊鹿　☎ 48‐3111、鹿本　☎ 46‐3112、鹿央　☎ 36‐3113

▲

白
色
の
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証

水
色
の
国
民
健
康
保
険
退

職
被
保
険
者
証

▲

山鹿市国保人間ドック受検者募集

メタボって、太ってるてこと？
　メタボリックシンドロームとは、単に肥満（太っている）だけのこ
　とではありません。
　内臓肥満に加え、高血圧・高血糖・脂質異常という危険因子を二つ
　以上持っている状態です。
　この状態が進むと、動脈硬化・心臓病・脳卒中・糖尿病等の発症に
　つながりやすくなります。
　特定健診を受診して、血液の中身をチェックしましょう！

検査結果の見方が分からない？
　健診は、「受けた後」が大事になります！
　市の保健師・栄養士が各地区へ出向き、分りやすい結果説明会を行います。
　個別医療機関で受診された人は、医療機関から説明がありますが、
　その後市の結果説明会へ参加することができます。
　また、健診の結果から、「内臓脂肪・高血圧・高血糖・脂質異常・
　喫煙等」の危険因子の重なり方で、3 グループに分けられます。
　　●積極的支援・・・・危険因子が重なりだした段階
　　●動機付け支援・・・危険因子が出現した段階　
　　●情報提供・・・・・今のところメタボリックシンドロームではない

平成 21 年度の特定健診受診率は 29％！程度の見込みです。
目標値 65％に向け、健診受診にご協力ください。

　特定健診の問い合せ先
　　　　　　　　　　　　　国保年金課　☎ 43‐1527　　健康増進課　☎ 43‐0050

山鹿市国民健康保険（40歳〜 74歳）の皆さんへ

特定健診で早期発見 !!

２月上旬に健康診査希望調書票
をお届けします！

▲ 特定健診結果説明会の様子▼

見本 見本

平成 20 年度特定健診率
３４％

（平成 21 年２月 20 日現在、4,222 人に受診していただきました）

５年後の受診率目標

６５％

特定健診の結果

治療が必要な人 23％

保健指導が必要な人 35％

異常なし ８％

治療中 34％

このまま見つからなければ…
　心筋梗塞 !?　脳卒中 !?　人工透析 !?

健診後は保健師・栄養士が、特定
保健指導を行います。

必要に応じて、二次検査を行っ
たり、分りやすい資料を使って
支援を行っています。

※積極的支援・動機付け支援に該当され
　た人には、市の保健師・栄養士等が説
　明に伺います！
　半年間、楽しくお付き合いください！

「情報提供」と判断された人でも、希望
に応じてサポートします。

動脈硬化 心臓病 脳卒中 糖尿病

早く見つかって良
かったですね！
保健指導の内容を
充実しました！
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合併４年間の検証

まほろば創生・人輝く温
ぬく

もりのある都
ま ち

市やまが
−第２回−

　合併後 4 年間を総合計画に沿い検証し、「合併後のまちづくり」として取りまとめました。その概
要について先月号から 4 回にわけて掲載しています。
　第 2 回目の今回は、「活力ある産業づくり」の概要についてお知らせいたします。
　なお、「合併後のまちづくり」については、市役所ロビー、企画課、各総合支所、および市ホーム
ページでご覧いただけます。

　…企画課　☎４３−１１１４問合せ

Ⅱ　

総
合
計
画
に
沿
う
検
証

２　

活
力
あ
る
産
業
づ
く
り

⑴
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
活
力
あ
る

　

農
業
の
育
成

農
業
担
い
手
支
援
事
業

　

農
業
後
継
者
の
減
少
に
よ
り
担
い
手
が
不
足

す
る
中
、
本
市
の
農
業
の
維
持
・
発
展
の
た
め
、

経
営
改
善
等
に
取
り
組
む
農
業
の
担
い
手
に
対

す
る
支
援
を
強
化
し
、
地
域
に
お
け
る
効
率
か

つ
安
定
的
な
農
業
経
営
の
確
立
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

・
認
定
農
業
者

　

個
々
に
定
め
た
農
業
経
営
改
善
計
画
の
実
現

に
向
け
努
力
す
る
農
業
者
等
を
経
営
感
覚
に
優

れ
た
自
立
経
営
体
と
し
て
認
定
す
る
と
と
も

に
、
相
互
研け

ん
さ
ん鑽

お
よ
び
情
報
交
換
・
交
流
を
図

る
た
め
、
認
定
農
業
者
連
絡
協
議
会
の
活
動
へ

助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

･

小
学
校
農
園

　

農
作
業
の
体
験
を
通
し
て
水
や
土
に
触
れ
る

な
ど
、
自
然
の
恵
み
を
直
接
感
じ
農
業
農
村
の

持
つ
他
面
的
な
役
割
を
認
識
し
て
も
ら
う
と
と

も
に
、
将
来
の
農
業
後
継
者
の
増
加
を
促
す
こ

と
を
目
的
に
、
農
作
業
や
加
工
体
験
へ
助
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。

▲稲刈りの様子

農
産
物
生
産
振
興
事
業

　

基
幹
産
物
で
あ
る
野
菜
・
果
樹
・
花か

き卉
類
の

低
価
格
化
や
就
農
者
の
高
齢
化
・
後
継
者
の
減

少
等
の
農
業
経
営
の
厳
し
い
状
況
を
改
善
す
る

た
め
に
、
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
よ
る
所
得

の
向
上
、
労
働
力
の
省
力
化
を
図
る
た
め
施
設

整
備
に
対
し
支
援
し
て
い
ま
す
。

飼育頭数の推移
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▲防霜ファン ( 鹿北町荒平地区 )
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畜
産
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業

　

肉
用
牛
、
乳
用
牛
、
養
豚
な
ど
の
畜
産
業
は
、

零
細
的
な
農
家
が
多
く
、
飼
料
価
格
の
高
騰
に

よ
り
経
営
を
圧
迫
し
て
い
る
た
め
、
畜
産
農
家

と
耕
種
農
家
と
の
連
携
に
よ
る
地
域
循
環
型
社

会
の
構
築
や
、
優
良
家
畜
を
導
入
す
る
こ
と
で

肉
用
牛
、
乳
用
牛
の
資
質
改
善
に
よ
る
畜
産
に

よ
る
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

消
費
者
と
の
交
流
促
進

　

農
産
物
や
棚
田
な
ど
特
徴
的
な
資
源
を
生
か

し
、「
た
け
ん
こ
街
道
」、「
棚
田
ふ
れ
あ
い
探

訪
ツ
ア
ー
」、「
農
業
体
験
交
流
」、「
里
や
ま
交

流
」
な
ど
、
地
域
の
主
体
的
な
取
り
組
み
を
支

援
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
農
園
は
、
平
成
21
年
度

に
1
カ
所
増
設
し
3
カ
所
49
区
画
を
確
保
し
て

い
ま
す
。

八三会

施
設
整
備
助
成
状
況

平
成
17
年
度

　

防
霜
フ
ァ
ン
19
基
、ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
20
㌃

平
成
18
年
度

　

防
霜
フ
ァ
ン
53
基
、ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
35
㌃

　

乗
用
摘
采
機
1
台

平
成
19
年
度

　

防
霜
フ
ァ
ン
29
基
、炭
酸
ガ
ス
発
生
装
置
10
台
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か
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イ
チ
ゴ
・
花
卉
予
冷
施
設
1
カ
所
、ハ
ウ
ス
内
循
環
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台
、多
重
被
覆
施
設
4
カ
所
、茶
冷
蔵
庫
：
1

　

台
な
ど
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農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
事
業

　

農
地
・
水
・
環
境
の
良
質
な
保
全
と
資
質
向
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を
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る
た
め
、
農
業
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と
っ
て
最
も
基
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な
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源
で
あ
る
農
地
・
農
業
用
水
等
の
保
全

向
上
に
関
す
る
地
域
ぐ
る
み
で
の
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果
の
高
い
共

同
活
動
（
資
源
保
全
活
動
）
と
、
地
域
の
農
業

者
ぐ
る
み
で
の
環
境
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全
に
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け
た
先
進
的
な

営
農
活
動
（
環
境
保
全
活
動
）
を
支
援
す
る
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と
で
、
地
域
の
活
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性
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さ
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、
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環

境
や
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観
の
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全
、
耕
作
放
棄
の
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然
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止
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図
ら
れ
て
い
ま
す
。

新
た
な
販
路
の
開
拓

　

福
岡
都
市
圏
を
中
心
に
、「
山
鹿
マ
ー
ケ
ッ
ト
」

で
の
商
談
会
の
開
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や
各
種
物
産
フ
ェ
ア
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等
に

お
け
る
Ｊ
Ａ
や
物
産
館
の
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展
を
支
援
し
、
具

体
的
な
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引
に
至
る
な
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を
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げ
て
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ま
す
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特
に
、
Ｊ
Ａ
か
も
と
は
Ｊ
Ａ
沖
縄
と
の
米
の
販

売
提
携
を
開
始
し
、
取
引
量
の
増
大
や
取
引
品

目
の
拡
大
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
地
元
農
産
物
の
流
通
・
消
費
拡

大
に
向
け
た
意
欲
的
な
取
り
組
み
に
対
し
支
援

し
て
い
き
ま
す
。

物
産
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興
事
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山
鹿
市
物
産
振
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協
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を
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に
、
市
内
物

産
館
と
も
連
携
し
て
県
内
外
の
観
光
物
産
展
等

へ
積
極
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に
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加
し
、
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産
品
の
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・
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拡
大
に
取
り
組
む
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で
、
山
鹿
へ
の
集
客
拡
大

を
目
指
し
事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
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特
に
、
伝
統
工
芸
で
あ
る
山
鹿
灯
籠
、
来
民

う
ち
わ
、
山
鹿
傘
の
技
術
の
継
承
・
後
継
者
育

成
と
、
和
紙
を
活
用
し
た
新
商
品
開
発
に
努
め

て
い
ま
す
。　
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図
り
ま
す
。

　

新
規
就
農
者
奨
励
金
…
新
た
に
農
林
業
に

従
事
す
る
者
が
、作
物
の
栽
培
、商
品
開
発
、加

工
販
売
に
取
り
組
む
た
め
の
奨
励
金

　

担
い
手
チ
ャ
レ
ン
ジ
奨
励
金
…
経
営
改
善
お

よ
び
安
定
化
の
た
め
、新
た
な
作
物
の
栽
培
、商

品
開
発
、加
工
販
売
に
取
り
組
む
た
め
の
奨
励
金

　

担
い
手
チ
ャ
レ
ン
ジ
資
金
利
子
補
給
…
上
記

奨
励
金
の
対
象
者
が
、
機
械
の
導
入
ま
た
は
施

設
整
備
の
新
設
・
改
良
に
必
要
な
資
金
を
借

り
入
れ
る
場
合
の
利
子
補
給

○
農
地
取
得
後
の
下
限
面
積
要
件
の
緩
和

　

平
成
21
年
4
月
1
日
か
ら
、新
規
就
農
参
入

や
遊
休
農
地
の
解
消
と
発
生
防
止
、さ
ら
に
は

地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
県
知
事
の
認
可
を

受
け
て
、農
振
農
用
地
区
域
外
に
お
い
て
農
地

取
得
後
の
下
限
面
積
要
件
を
10
㌃
に
変
更
し
ま

し
た
。

　

今
後
も
、担
い
手
へ
の
農
地
の
有
効
利
用
を
推

進
し
、耕
作
放
棄
地
の
解
消
に
努
め
ま
す
。

三楠竹の谷線 ( 鹿北町岩野地内 )

⑶
活
力
あ
る
産
業
の
振
興

商
業
振
興
対
策
事
業

　

商
店
街
を
構
成
す
る
各
店
舗
は
、
消
費
者
の

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
や
郊
外
型
大
型
店
舗

の
進
出
な
ど
に
よ
り
、
集
客
力
が
低
下
し
、
空

き
店
舗
増
加
な
ど
の
問
題
が
顕
在
化
し
、
売
上

額
の
減
少
な
ど
深
刻
な
影
響
を
受
け
て
い
ま

す
。

　

魅
力
あ
る
商
店
街
づ
く
り
と
し
て
、
商
店
街

ソ
フ
ト
事
業
、
空
き
地
空
き
店
舗
対
策
事
業
、

商
店
街
共
同
施
設
整
備
事
業
を
展
開
し
て
き
ま

し
た
が
、
20
年
度
よ
り
補
助
率
お
よ
び
限
度
額

を
拡
充
し
が
ん
ば
る
商
店
街
支
援
と
し
て
支
援

を
行
う
と
と
も
に
、
中
小
企
業
人
材
育
成
助
成

事
業
を
実
施
し
、
商
店
街
へ
の
集
客
力
の
向
上

と
組
織
の
強
化
に
努
め
て
い
ま
す
。

0
1,000
2,000
3,000
4,000
5,000
6,000
7,000
8,000
9,000
10,000

がんばる商店街支援事業

空き地空き店舗対策事業

20年度19年度18年度17年度 0

5

10

15

20

25

30

35

件数

33

27

8,841

28

4,167

1,401

4,501 4,469

7,029
23

( 千円 ) ( 件 )

3,676

1,429

魅力ある商店街づくり助成額および件数の推移

※
平
成
21
年
度
に
新
た
に
取
り
組
ん
で
い

　

る
事
業

○
地
域
商
業
等
活
性
化
支
援
事
業

　

市
内
商
工
業
者
の
発
展
と
地
域
社
会
の
活

性
化
を
推
進
す
る
た
め
、
山
鹿
市
商
工
会
議

所
と
山
鹿
商
工
会
が
連
携
し
、
地
域
経
済
活

性
化
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
市
内
商
工
業
者

へ
の
緊
急
経
済
対
策
支
援
と
市
民
へ
の
生
活

支
援
を
目
的
と
し
て
「
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品

券
」
発
行
事
業
に
対
し
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　

支
援
を
行
う
こ
と
で
、
地
域
住
民
が
身
近

な
商
店
で
買
い
物
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市

内
で
の
消
費
拡
大
と
市
内
商
工
業
等
の
経
済

活
性
化
が
期
待
で
き
ま
す
。

共
通
商
品
券
：
発
行
総
額
１
１
０
、０
０
０
千

円
の
う
ち
プ
レ
ミ
ア
ム
分
を
支
援
し
ま
し
た
。

⑸
歴
史
浪
漫
息
づ
く
田
園
観
光
都
市
づ
く
り

誘
客
宣
伝
事
業

　

５
地
域
で
湧
出
す
る
良
質
な
温
泉
や
各
地
域

に
伝
わ
る
ま
つ
り
、
国
指
定
重
要
文
化
財
「
八
千

代
座
」、
歴
史
公
園
「
鞠
智
城
」、「
山
鹿
灯
籠
」、

4
つ
の
物
産
館
な
ど
、
豊
富
な
観
光
資
源
を
十

分
に
活
用
し
た
効
果
的
な
事
業
や
Ｐ
Ｒ
の
展
開

を
図
っ
て
い
ま
す
。

⑷
豊
か
さ
と
活
力
を
与
え
る
企
業
誘
致
と

　
工
業
の
振
興

企
業
誘
致
対
策
事
業

　

本
市
の
発
展
に
は
、
地
域
産
業
の
振
興
や
雇

用
の
創
出
、
税
収
確
保
は
重
要
な
要
素
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
は
積
極
的
な
企
業
誘
致
と
地
場
産

業
へ
の
支
援
は
必
要
不
可
欠
で
す
。

　

今
後
も
、
新
た
な
企
業
の
進
出
や
既
立
地
企

業
の
設
備
投
資
に
対
応
し
な
が
ら
、
企
業
進
出

に
向
け
た
誘
致
活
動
の
取
り
組
み
と
立
地
に
伴

う
条
件
整
備
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

5,400
5,600
5,800
6,000
6,200
6,400
6,600
6,800
7,000
7,200

製造品出荷額
20年度19年度18年度17年度16年度 2,950

3,000

3,050

3,100

3,150

3,200

従業員数

( 千万円 ) ( 人 )

6,025 6,360 6,659

7,113 7,0453,038

3,094

3,045

3,182
3,165

従業員数・製造出荷額の推移
企業誘致の状況 （単位：社、人）

区　　分 17
年度

18
年度

19
年度

20
年度

進出協定締結社数 2 2 1 0 

操業開始
社数 1 2 3 0 

雇用者数 129 110 214 0 
既立地企
業の増設
拡大

社数 1 1 1 2 
雇用者数 5 49 50 54 

観
光
資
源
開
拓
事
業

　

合
併
に
よ
り
飛
躍
的
に
増
加
し
た
観
光
資
源

を
有
効
に
活
用
す
る
目
的
か
ら
、
国
の
滞
在
型

実
証
事
業
の
「
大
人
の
長
旅
・
九
州
」
に
参
画
し
、

長
期
宿
泊
の
観
光
客
に
も
対
応
可
能
な
観
光
地

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
の
各
物
産
館
や
観
光
施
設
と
連

携
し
て
の
集
客
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
宝
探
し
ゲ
ー

ム
）
も
実
施
し
ま
し
た
。　

・「
大
人
の
長
旅
・
九
州
」（
4
泊
5
日
）

　
（
平
成
20)

…
全
国
か
ら
9
名
の
参
加

・「
山
鹿
八
景
」
の
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

　
（
平
成
20)

…
84
人
・
250
点
の
応
募

・
宝
探
し
ゲ
ー
ム

　
（
平
成
20)

…
全
国
か
ら
４
、０
０
０
人
参
加国の滞在型実証事業「大人の長旅・九州」

・
事
業
期
間
：
平
成
19
～
23
年
度

・集
落
数
：
共
同
活
動
119
組
織（
う
ち
営
農
活
動
29
組
織
）

・
資
源
保
全
対
象
面
積
：
水
田
2
、９
９
８
．５
２
㌶　

　
　
　
　
　
　
　
　

  　

畑
1
、２
６
３
．１
㌶

　

計
２
、３
６
６
．４
㌶（
う
ち
営
農
活
動
面
積
560
㌶
）

※
平
成
20
年
度
実
績

・
支
援
の
水
準
：
水
田
４
、４
０
０
円
／
10
㌃　

　
　
　
　
　
　

  

畑  

２
、８
０
０
円
／
10
㌃

・
鹿
北
町
林
道
：
資
源
循
環
林
整
備
事
業

　
「
三
楠
竹
の
谷
線
」

　
　

延
長=

７
、２
１
０
ｍ(

平
成
13
～
23)

・
広
域
基
幹
林
道「
西
岳
不
動
岩
線
」

　
　

延
長
１
７
．４
５
㎞(

平
成
10
～
19)
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カラス等イノシシ
20年度19年度18年度17年度 0

20

40

60
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100

120

電気柵設置数

518

990

515 409
685

788

73

705

103 106

796

70

有害鳥獣捕獲頭数及び電気柵設置数

JA 沖縄ちゃんぷるー市場

⑵
健
全
な
森
林
づ
く
り
と
林
業
の
活
性
化

林
道
新
設
改
良
事
業

　

林
業
労
働
力
の
減
少
や
高
齢
化
の
進
展
に
よ

り
、
間
伐
・
保
育
が
適
正
に
実
施
さ
れ
て
い
な
い

森
林
が
増
加
し
、
山
林
の
荒
廃
等
が
深
刻
な
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
既
存
の
林
道
・
作
業
道
の
維
持

管
理
を
行
い
な
が
ら
基
幹
林
道
を
は
じ
め
と
す
る

林
内
路
網
の
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

有
害
鳥
獣
対
策
事
業

　

有
害
鳥
獣
に
よ
る
被
害
状
況
は
、
イ
ノ
シ
シ
・

カ
ラ
ス
等
に
よ
り
タ
ケ
ノ
コ
・
水
稲
な
ど
農
作
物
へ

の
被
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
イ
ノ
シ
シ
等
の
捕
獲
に
対
す
る
補

助
、
新
規
狩
猟
免
許
取
得
者
に
対
す
る
取
得
経

費
の一
部
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
被
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
電
気

柵
・
箱
わ
な
の
設
置
に
対
し
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
委
託
料
に
つ
い
て
は
、

21
年
度
よ
り
１
頭
あ
た
り
の
単
価
を
引
き
上
げ
、

さ
ら
な
る
有
害
鳥
獣
対
策
に
努
め
て
い
ま
す
。
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3,000
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外国人入り込み客数
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借方 ( 固定資産や株、預金などの資産がど
　　　れだけあるか )

貸方 ( 資産を手に入れるために支払ったお
　　　金と借金 )

土地や建物などの固定資産
1,762,881 円

借金
625,765 円

株などへの投資
77,145 円

すでに支払った額
1,329,722 円

現金・預金
115,461 円

　うち国庫・都道府県支出金で
　支払った額　311,458 円

　「貸借対照表」は、公共施設や学校、現金などの市の資産と、
それらを取得するために使われた市税や市債（借金）などの財
源を示しています。
　資産の合計と（負債＋純資産）の合計が同じ額でバランスが
取れることから「バランスシート」とも呼ばれています。

資産　1,700 億円
市が所有する財産の金額です。

【内訳】　　　　　　
　公共資産　　　1,530 億円
　投資等　　　　　 61 億円
　流動資産　　　   105 億円
　 うち歳計現金 　   94 億円
　繰延勘定　　　　  ４億円
　　　　　　　　　　　　　
　　計　　　　  1,700 億円

負債　619 億円
　左の資産を形成するために
市債（借金）などにより将来の
世代が負担する金額です。

純資産　1,081 億円
　左の資産を形成するために
今までの世代が負担した支
払済みの金額です。
　　　　　　　　　　　　　　計　 　 　　  1,700 億円

資金収支計算書
　市の１年間の現金収入と支出が、
どのような原因で増減しているかを
表します。
　経常収支から公共資産整備収支や
投資・財務的収支に市の一般財源を
充当し、借金の返済などに使っている
ことがわかります。

平成 19 年度末残高　　  95 億円　　　　　　　　　　　　　　　
当期収支　　　　　　　△１億円

【内訳】　　　　　　
　経常的収支　　　　　  60 億円
　公共資産整備収支　 △ 11 億円
　投資・財務的収支　 △ 50 億円　　　　　　　　　　　　　　　
平成 20 年度末残高　　  94 億円

純資産変動計算書
　市の純資産が、平成 20 年度中
にどのように増減したかを表しま
す。

平成 19 年度末残高　1,086 億円　　　　　　　　　　　　　　　
当期変動高　　　　   　△５億円
　【内訳】　　　　　　
　純経常行政コスト  △ 331 億円
　財源調達分　　　　　327 億円
　資産評価差額など　  △１億円　　　　　　　　　　　　　　　
平成 20 年度末残高   1,081 億円

行政コスト計算書
　市の行政活動は、公共施設の
整備のほか、資産形成につながら
ない保健医療や福祉、ごみの収集
といったサービスが多くあります。
　行政コスト計算書は、このよ
うな行政サービスのコストと使用
料などの受益者負担金を対比さ
せ、市の一般財源でいくら賄っ
ているかを表します。

貸借対照表（バランスシート）

平成 20年度連結財務諸表の概要

経常行政コスト①　496 億円　　　　　　　　　　　　　
【内訳】　　　　　　
　人にかかるコスト　90 億円
　　職員給与など
　物にかかるコスト 127 億円
　　物品購入費、修繕費など
　移転支出的コスト 264 億円
　　児童手当などの給付費など
　その他のコスト　  15 億円
　　市債の利子など

経常収益 ②　165 億円
　施設使用料など行政サービ
スの受益者負担金です。
　　
純行政コスト（① - ②） 331 億円
　経常行政コストから受益者負
担金を引いた額です。
　この額を市税などの一般財源
で賄っていることを表します。

山鹿の宝・温泉の恵みに感謝して
　　…山鹿温泉復活感謝祭　12 月 20 日　薬師堂

　今から約 530 年前の文明５年（1473)、山鹿の宝である温
泉が突然枯れてしまいました。その時、金剛乗寺の住職であっ
た宥

ゆうめいほういん

明法印が薬師堂を建てて不眠不休で祈願したところ、同
年 12 月 20 日の夜中に、再び以前にも勝るお湯がこんこんと
わき出たといわれています。以来、毎年この日を温泉復活感
謝祭として法印の高徳をしのび、法要が行われています。
　今年も市などの関係者約 20 人が温泉の恵みに感謝して、
祈りをささげました。また、薬師堂前では甘酒が振る舞われ、
参拝者でにぎわいました。

▲大般若経を転読して温泉の恵みに感謝

借  金

山鹿市のバランスシートを住民１人あたりにすると

　山鹿市では、一般会計をはじめ公営企業や第三セクター等まで連結した山鹿市全体の平成２０年度版バラ
ンスシートや行政コスト計算書等を作成しました。
　なお、これらの財務諸表は総務省が示した総務省方式改訂モデルに準拠して作成しており、基礎数値とし
て地方財政状況調査表（決算統計）の数値を用いています。

８５年前の手作りピアノ
…木村ピアノ贈呈式　  12 月 23 日　山鹿市立博物館

　大正時代に山鹿市で製造されたピアノが、所有者の安武
公美さん（来民）から市立博物館に寄贈されました。
このピアノは、市内で木工所を営んでいた故木村末雄、正
雄兄弟が、近所にあったドイツ製ピアノを手本に十数台作
り、「木村ピアノ」として販売していたもので、一台だけ
現存が確認されている貴重なピアノで、「文化財として保
存してほしい」と、専門業者に依頼して修復を施し寄贈さ
れたものです。
　贈呈式には、製作者末雄さんの長女の佐々木喜與子さん

（東京都）、長男の木村直良さん（埼玉県）も出席して、父
親手作りのピアノと対面しました。
　式の終わりに、元音楽教師の佐々木さんの伴奏で、参加
者全員で「ふるさと」を合唱しました。 ▲佐々木さんの伴奏による合唱

おめでとうございます！
叙勲・褒章者紹介

旭
日
単
光
章
（
地
方
自
治
功
労
）

渕上　勝義 さん
矢谷（菊鹿）

　多年にわたり、旧菊鹿町議会議員と
して在籍し、厚生常任委員会委員長な
どを歴任し、産業、教育、文化、福祉
の向上のため多大な貢献をした功績が
認められての受章となりました。

「八千代座」の“白寿”を祝いました
　　…八千代座開業記念日　１月 11 日　八千代座一帯

　国指定重要文化財「八千代座」が 11 日、白寿（99 回目）
の記念日を迎えました。ちんどんの行列が下町惣

そ う も ん

門をス
タートし、八千代座に向かって豊前街道、プラザファイブ
を練り歩き、お祝いムードを盛り上げました。
　舞台では、八千代座 100 周年記念事業実行委員会による
白寿を記念した酒だるの鏡割りがあり、成人式を終えた新
成人などに酒の振る舞いがありました。
　また、八千代座前では、子どもたちによる鏡開きが行わ
れ、東通町親和会の協力により、訪れた人たちにぜんざい
が振る舞われ、多くの家族連れなどが楽しんでいました。

▼豊前街道を練り歩
　いた後、八千代座
　前でちんどんを披
　露。子どもたちに
　アニメソングをプ
　レゼントしました。

▲みんなで力を合わ
　せて鏡割り
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受
賞
者(

敬
称
略)

熊
本
県
消
防
協
会
長
表
彰

感
謝
状

　
（
30
年
以
上
在
職
し
、
消
防

　
　

団
長
の
職
を
辞
し
た
者
）

前  

山
鹿
市
消
防
団  

団
長

　

月
足　

昭 （
鹿
北
町
岩
野
）

功
績
章
（
団
暦
20
年
以
上
）

▪
山
鹿
隊

宮
本　
　

隆 (

熊
入
下)

古
閑　

克
久 (

杉)

齊
藤　

祐
士 (

方
保
田)

古
閑　

博
昭 (

中)

前
田　

伸
也 (

小
原)

松
尾　

正
都 (

田
園
中
村)

德
永　

俊
彦 (

椿
井)

中
島　

輝
彦 (

久
原
団
地)

佐
藤　

忠
義 (

湯
山)

井
口　

満
俊 (

前
川
内)

村
上　

尚
雄 (

中
小
坂)

池
部　

孝
博 (

下
小
坂)

▪
鹿
北
隊

古
田　

秋
伸 (

小
川
内)

岩
橋　

昭
仁 (

市
木)

浦
田　

勝
彦 (

麻
生)

吉
永　
　

学 (

麻
生)

西
牟
田
美
佐
男 (

陣
内)

主
計　

公
史 (

尾
谷)

松
本　

幸
晴 (

底
野)

大
坂　

英
敏 (

高
井
川)

永
田
多
美
也 (

弁
天)

竹
熊　
　

功 (

中
間)

早
田　

順
一 (

細
永)

白
木　
　

寿 (

迫)

中
島　

裕
樹 (

浦
方)

▪
菊
鹿
隊

芹
川　

伸
也 (

上
本
分)

冨
田　

和
成 (

木
山)

蔵
原　

誠
也 (

阿
佐
古)

東　
　

憲
一 (

太
田)

渕
上　

邦
広 (

２
区)

家
入　

文
秋 (

３
区)

小
川　

幸
誠 (

４
区)

栗
原　

正
広 (

５
区)

中
満　

俊
文 (

８
区)

栗
原　

和
広 (

８
区)

▪
鹿
本
隊

福
島　

和
秀 (

笹
本)

阪
本
雄
一
郎 (

辺
田
目)

松
本　

和
幸 (

御
宇
田)

古
澤　

貴
男 (

大
正
町)

一
法
師　

康 (

坂
東)

酒
井　

敏
男 (

駅
通)

吉
岡　

敬
史 (

今
古
閑)

佐
藤　

隆
哉 (

梶
屋)

坂
本　

竜
男 (

下
梶
屋)

園
田　

和
雄 (

中
富)

田
中　

博
久 (

川
北)

冨
田　

敏
裕 (

川
北)

小
材　

和
博 (

中
富)

下
川　

伸
雄 (

分
田)

田
中　

誠
一 (

分
田)

竹
下　

貴
敏 (

中
分
田)

赤
星　

和
臣 (

下
分
田)

松
村　

親
弘 (

下
分
田)

松
村　

勝
利 (

下
分
田)

長
島　

義
信 (

下
分
田)

前
田　

錠
ニ (

下
分
田)

山
田　

直
行 (

小
柳)

原　

啓
一
郎 (

高
橋)

森　
　

辰
巳 (

庄)

西
田　

光
利 (

石
渕)

本
田　

憲
正 (

下
高
橋)

▪
鹿
央
隊

髙
木　

利
也 (

霜
野)

森　
　

賢
治 (

霜
野)

前
田　

誠
治 (

北
谷)

勤
績
章
（
団
暦
15
年
以
上
）

▪
山
鹿
隊

豊
田
新
二
郎 (

松
坂
町)

荒
木　

和
信 (

山
鹿
中
町)

渕
上　

秀
昭 (

鹿
校
通)

池
田　
　

潤 (

熊
入
下)

長
迫　
　

貴 (

熊
入
下)

永
沼　

賢
志 (

熊
入
下)

山
部　

玲
史 (

杉)

山
部　

浩
人 (

杉)

竹
下　

哲
央 (

方
保
田)

木
下　

健
志 (

日
置)

豊
後　

義
信 (

古
閑)

後
藤　

真
人 (

中)

城
下　

和
也 (

長
坂)

古
川　

礼
知 (
宗
方
北)

古
本　

盛
士 (
坂
田)

立
山　

博
一 (
坂
田)

佐
伯　

勝
志 (

坂
田)

立
山　

和
宏 (

蒲
生)

渕
上　

健
剛 (

霊
仙)

高
橋　

洋
一 (

霊
仙)

渕
上　

孝
治 (

霊
仙)

木
庭　

龍
也 (

鹿
校
通)

村
上　

浩
二 (

鍋
田)

三
浦　

武
利 (

西
牧)

齊
藤　

秋
信 (

麻
生
野)

築
島　

裕
章 (

双
板)

荒
木　

健
一 (

湯
山)

島
田　

敏
典 (

白
石
十
三
部)

永
田　

勝
美 (

中
小
坂)

園
田　
　

健 (

中
小
坂)

大
坂　
　

勝 (

宗
方
北)

西
田　
　

茂 (

今
寺)

有
働　
　

司 (

仲
間)

堤　
　

博
一 (

中
津
留)

▪
鹿
北
隊

松
房　

泰
三 (

陣
内)

田
中　

隆
二 (

陣
内)

貞
熊　

耕
太 (

東
栗
瀬)

主
計　

皇
二 (

東
栗
瀬)

田
中　

設
夫 (

柚
の
木
谷)

石
貫　

正
仁 (

底
野)

石
貫　

真
一 (

幸
ヶ
丘)

梶
山　

竜
太 (

枝
川
内)

▪
菊
鹿
隊

栗
原　

修
一 (

上
本
分)

坂
本　

直
哉 (

米
原)

坂
本　

典
隆 (

大
林)

坂
本　

安
正 (

永
山)

冨
田　
　

茂 (

永
山)

古
田　

和
弘 (

宮
原)

原
口　

和
大 (

阿
佐
古)

矢
野　

克
巳 (

阿
佐
古)

原
口　

憲
一 (

阿
佐
古)

柳
瀬　

正
晴 (

川
西)

堤　
　

栄
治 (

川
西)

青
木　

誠
一 (

川
西)

古
閑　

強
志 (

下
永
野)

中
満　

光
孝 (

下
組)

有
働　

省
吾 (

太
田)

宮
崎　

浩
二 (

長
谷
川)

原
口　

隆
志 (

日
渡)

上
田　

秀
一 (

３
区)

内
田　

正
人 (

４
区)

藤
原　

英
之 (

４
区)

横
田　

友
広 (

４
区)

本
田　

博
幸 (

４
区)

松
本　

勝
幸 (

５
区)

有
働　

晃
生 (

６
区)

木
庭　

誠
一 (

６
区)

坂
本　
　

勝 (
６
区)

渡
辺　

正
俊 (
７
区)

▪
鹿
本
隊

平
本　

義
雄 (

裏
方)

齋
藤　

敏
男 (

方
保
田)

平
原　

彰
二 (

駅
通)

藤
永　

哲
郎 (

下
中
町)

小
塩　

浩
二 (

大
正
町)

古
荘　
　

勝 (

御
宇
田)

宮
崎　
　

智 (

南
古
閑)

益
田　

兼
利 (

坂
東)

冨
來　

慎
吾 (

坂
東)

宇
土　

勇
児 (

原
部)

高
口　

一
哉 (

駅
通)

豊
田
隆
一
郎 (

駅
通)

東　
　

龍
三 (

梶
屋)

佐
藤　

孝
弘 (

梶
屋)

小
原　

正
信 (

中
富)

小
原　

義
武 (

中
富)

中
島
淳
一
郎 (

川
南)

隈
部　
　

晃 (

川
南)

小
原　

邦
裕 (

小
柳)

平　
　

和
明 (

津
袋)

前
川　
　

修 (

下
高
橋)

荒
兼　

博
幸 (

下
高
橋)

高
倉　
　

悟 (

小
嶋)

▪
鹿
央
隊 

平
山　

秀
樹 (

水
原)

坂
田　

純
夫 (

上
千
田)

立
山　

淳
一 (

岩
原)

松
本　

誠
也 (

岩
原)

松
本　

尊
文 (

岩
倉)

衛
藤　

隆
二 (

下
原)

岡
山　

茂
雄 (

元
広)

成人式実行委員会から一言　
「実行委員をさせていただくと決
まったときは、とても不安でした。
しかし、本番を終えた今は、関係
者の皆さんのおかげでとてもいい
成人式になり、感謝の気持ちと達
成感でいっぱいです。
ありがとうございました」

▲参加者全員で「愛市憲章」を唱和▲代表で記念品を受け取る村田さん▲成人の誓いを述べる早田さん、田中さん

５
６
７
人
が

新
成
人
に
！

▲閉式の言葉を述べる植浦さん

▲会場ではいたる所で記念撮影▲恩師の先生に感激の再会▲中学校別に記念撮影
　

１
月
11
日
㈷
に
平
成
22
年
山
鹿

市
成
人
式
が
山
鹿
市
総
合
体
育
館

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
実
行
委
員
の
中
満
宏

治
さ
ん（
鹿
北
町
芋
生
）、松
本
徹

さ
ん（
鹿
北
町
岩
野
）、東
祐
太
さ
ん

（
鹿
央
町
持
松
）が
来
賓
受
付
、
古

閑
裕
貴
さ
ん（
鹿
本
町
来
民
）、大
木

貴
臣
さ
ん（
同
）が
進
行
の
役
を
そ

れ
ぞ
れ
務
め
、
出
席
者
全
員
で
愛

市
憲
章
を
読
み
上
げ
、
式
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　

式
で
は
、中
嶋
憲
正
市
長
が「
今
、

時
代
が
、
社
会
が
あ
な
た
方
を
待
っ

て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
あ
な
た
方

に
は
、
若
々
し
い
精
神
と
肉
体
が
あ

り
、
一
人
一
人
が
無
限
の
可
能
性
を

秘
め
て
い
る
か
ら
で
す
」
と
式
辞
を

述
べ
、
新
成
人
代
表
の
村
田
彩
希

さ
ん（
山
鹿
市
中
）に
記
念
品
を
渡

し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
早
田
圭
佑
さ
ん（
菊
鹿

町
矢
谷
）、田
中
は
る
か
さ
ん（
山
鹿

市
古
閑
）が
「
私
た
ち
は
初
め
て
新

し
く
誕
生
し
た
山
鹿
市
と
し
て
育
っ

て
き
た
中
学
校
を
卒
業
し
ま
し
た
。

ま
た
、
全
員
が
平
成
生
ま
れ
で
迎
え

る
成
人
式
も
今
年
が
初
め
て
に
な

り
ま
す
。
私
た
ち
は
、
変
革
の
年

に
生
ま
れ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。」

「
成
人
と
し
て
自
分
の
行
動
に
責

任
を
持
ち
、
社
会
の一
員
と
し
て
常

に
目
標
を
持
っ
て
前
進
し
て
い
き
ま

す
。」
と
成
人
の
誓
い
を
力
強
く
述
べ

ま
し
た
。

　

最
後
に
植
浦
達
弥
さ
ん（
菊
鹿
町

下
永
野
）が
閉
式
の
言
葉
を
述
べ
、

和
や
か
な
雰
囲
気
で
式
が
終
わ
り

ま
し
た
。

消
防
出
初
式

▲総勢 1,345 人が分列行進 ▲見事な規律で整列▲県消防協会長表彰を受ける団員

▲

　

１
月
10
日
㈰
に
市
内
20
分
団
か

ら
約
１
、３
０
０
人
の
団
員
が
参
加

し
て
、
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
で
山
鹿
市
消
防
団
出
初
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、中
嶋
憲
正
市
長
が
「
新

生
山
鹿
市
消
防
団
が
発
足
し
て
早

五
年
、
新
た
な
歩
み
か
ら
着
実
な

歩
み
へ
と
前
進
を
続
け
て
お
ら
れ

ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
が
、
日
々

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、

今
後
と
も
、全
団
員
が
一
丸
と
な
っ

て
活
動
に
励
ま
れ
る
こ
と
を
念
願

い
た
し
ま
す
」
と
告
辞
後
、
古
家

正
一
団
長
が
「
消
防
団
に
課
せ
ら

れ
た
大
き
な
使
命
を
果
た
す
た
め

に
、
今
一
度
、
原
点
に
帰
っ
て
い

た
だ
き
、
こ
れ
か
ら
も
市
民
の
皆

さ
ま
が
日
々
安
全
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
よ
う
、
全
団
員
が
一
丸
と

な
っ
て
、
予
防
消
防
等
日
々
の
活

動
に
努
め
、
無
火
災
山
鹿
を
目
指

し
て
、
消
防
団
員
と
し
て
の
誇
り

と
自
覚
を
し
っ
か
り
と
持
っ
て
、

活
動
し
て
欲
し
い
」
と
訓
示
。

　

式
後
、
菊
池
川
河
川
敷
で
、
一
斉

放
水
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

無
火
災
山
鹿
を
目
指
し
て
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に
つ
い
て
は
、
支
石
墓
々
制
の
後
に
伝
わ
っ

た
甕
棺
墓
制
が
隆
盛
に
な
り
、
そ
の
勢
い
に

阻
ま
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
と
思
わ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
か
、
遺
跡
の
中
で

も
支
石
墓
が
甕
棺
群
の
な
か
に
ポ
ツ
ン
と
一

つ
二
つ
存
在
し
た
り
、
支
石
墓
の
下
は
土ど

こ
う壙

（
穴
）・
甕
棺
・
箱
式
石
棺
な
ど
の
中
に
入
れ

ら
れ
て
埋
葬
さ
れ
た
り
す
る
も
の
が
多
い
よ

う
で
す
。

　
菊
池
川
流
域
に
は
、
昔
か
ら
各
所
に
景
行

天
皇
に
ま
つ
わ
る
伝
説
が
数
多
く
残
さ
れ
て

い
ま
す
。
伝
説
も
遺
跡
も
文
化
財
と
し
て
大

切
に
し
た
い
も
の
で
す
ね
。

　
紹
介
者
：
山
鹿
市
文
化
財
保
護
委
員

　
　
　
　
　
芹
川
　
一
誠
（
鹿
本
町
庄
）

　

山
火
事
の
約
７
割
が
冬
か
ら

春
先
に
か
け
て
集
中
し
て
い
ま

す
。
地
域
に
よ
っ
て
は「
火
入
れ
」

な
ど
も
始
ま
る
時
期
で
、
空
気

が
乾
燥
し
、
風
が
強
い
日
も
あ

る
の
で
、
火
気
の
取
扱
い
に
は

十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

①
枯
草
な
ど
の
あ
る
火
災
が
起
こ
り
や
す
い
場
所

　

で
は
絶
対
に
た
き
火
は
し
な
い
。

②
た
き
火
や
火
入
れ
を
す
る
時
は
、
周
囲
に
も
知

　

ら
せ
一
人
で
は
行
わ
な
い
。

③
タ
バ
コ
の
火
は
必
ず
消
し
、
絶
対
に
投
げ
捨
て

　

な
い
。

④
火
遊
び
は
し
な
い
。

⑤
消
火
の
準
備
を
し
て
お
く
。

　

山
火
事
は
、い
っ
た
ん

発
生
す
る
と
そ
の
消
火

は
容
易
で
は
な
く
、貴
重

な
森
林
を
焼
失
す
る
ば

か
り
か
、そ
の
回
復
に
は

長
い
年
月
を
要
し
ま
す
。

連載第 52 回

　
鹿
本
町
庄
地
区
太
郎
丸
の
旧
椎
持
往
還
脇

に
、「
景
行
天
皇
の
腰
掛
石
」
と
崇あ

が

め
ら
れ

る
直
径
二
メ
ー
ト
ル
余
り
の
平
た
い
盤
状
の

巨
石
が
伏
せ
っ
て
い
ま
す
。

　
資
料
に
よ
る
と
こ
の
巨
石
に
は
次
の
よ
う

な
伝
説
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
昔
、
第
十
二
代
景
行
天
皇
が
即
位
に
な
っ

て
二
年
目
の
七
月
、
全
国
統
一
の
た
め
南
九

州
に
向
か
わ
れ
た
。
そ
の
折
天
皇
は
九
州
の

豊
前
・
日
向
な
ど
を
通
っ
て
阿
蘇
へ
、
そ
し

て
阿あ

そ蘇
津つ

ひ
こ彦
・
阿
蘇
津つ

ひ
め媛
の
二
人
に
お
会
い

に
な
っ
て
、
筑
紫
の
国
を
経
て
都
に
お
帰
り

に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
時
、

道
筋
に
当
た
る
庄
で
、
天
皇
が
こ
の
巨
石
に

腰
を
降
ろ
さ
れ
た
」

　
と
こ
ろ
で
、こ
の
庄
の
太
郎
丸
の
巨
石
（
景

行
天
皇
の
腰
掛
け
石
）
は
農
耕
地
の
た
め
動

か
さ
れ
た
形
跡
が
あ
り
、
未
発
掘
な
の
で
断

定
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

①
太
郎
丸
・
荒あ

ら
こ子
地
区
か
ら
弥
生
時
代
前
・

　
中
期
の
土
器
や
甕か

め
か
ん棺
が
出
土
し
て
い
る
。

②
巨
石
の
す
ぐ
東
か
ら
、
弥
生
時
代
中
期
の

　
集
落
祭さ

い
し祀
用
の
銅ど

う
ほ
こ鉾
が
出
土
し
て
い
る
。

③
約
五
百
メ
ー
ト
ル
北
の
荒
子
に
、
同
じ
よ

　
う
な
支し

せ
き
ぼ

石
墓
平
良
石
が
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
巨
石
は
支
石
墓
の

撑し
ょ
う
せ
き石（
墓
の
上
に
の
せ
る
大
き
な
石
）
で
あ

ろ
う
と
い
う
の
が
考
古
学
に
親
し
ん
で
い
る

人
た
ち
の
多
数
意
見
で
す
。

　
支
石
墓
と
い
う
の
は
聞
き
な
れ
な
い
言
葉

で
す
が
、
お
墓
の
形
の
一
つ
で
す
。
こ
の
墓

制
は
縄
文
時
代
の
終
わ
り
頃
に
韓
国
か
ら
九

州
方
面
に
伝
え
ら
れ
た
も
の
だ
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
遺
跡
を
た
ど
っ
て
み
る
と
北

九
州
方
面
に
点
在
し
、
熊
本
県
で
は
大
半
が

城
北
に
限
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
こ
れ

広域消防本部

…
山
鹿
消
防
署(

総
務
課
・
予
防
課) 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
43
‐
１
１
９
４ 

　

山
鹿
消
防
署
鹿
北
分
署　

☎
32
‐
２
５
７
４

　

山
鹿
消
防
署
東
分
署　
　

☎
46
‐
２
３
８
２

問
合
せ

新着図書ピックアップ

　「父」の死の真相と自らの暗部に迫る話題作
母が保管していたトランクを開ける時がきた。
そこには父の秘密が隠されている。父の死の真
相とは ? 小説家の精神の暗い源流とは ? そして
予想を覆す最終章 !
白い城　　　    

オルハン・パムク／著　藤原書店
　17 世紀、オスマン帝国で奴隷の身となったヴェ
ネツィア人。自分と酷似したトルコ人学者に買い取
られ、奇妙な共存関係を結ぶことになる。「東」と「西」
のせめぎあう最前線を、揺れ動く二人の関係の変化
のなかに見事に描きだした、パムクの出世作。

　大人たちは言う。「個性を伸ばせ」「自分の好きな
ことを仕事にしろ」しかし、自分の個性って何だろう。
それ、どうやって見つければいいの…?この本を読
み終えた時、君は「自分らしさ」が何か、きっと気
がついているにちがいない。（中学・高校生向け「Ｙ
Ａコーナー」においてあります。）

自分らしさ」って何だろう
佐々木　宏／著　国土社

催しスケジュール
山鹿市中央公民館図書室
・おはなし会
　日時▷２月24日㈬　午後２時 30 分から
山鹿市鹿本図書館
・おはなし会
　日時▷２月６日㈯・13日㈯・20日㈯
　　　　　　27日㈯　午後２時から
・おひざにだっこのおはなし会
　日時▷２月２日㈫・９日㈫・16日㈫
　　　　　　23日㈫　午前 11 時から
・天使と楽しむおはなし会（妊婦対象）
　日時▷２月２日㈫・16日㈫
　　　　 午前 10 時 30 分から

今月の休館日
山鹿市中央公民館図書室
　▷２月11日㈷・22日㈪
山鹿市鹿本図書館
　▷２月１日㈪・８日㈪・11日㈷
　　　　15日㈪・22日㈪
鹿北公民館図書室
　▷毎週月・土・日曜と祝祭日の
　　午後５時以降
　　（月曜日が祝日の場合終日休館）
　　（火〜金は午後８時まで開館）
菊鹿公民館図書室
　▷年末・年始
鹿央公民館図書室
　▷毎週土曜・日曜・祝祭日

水死
大江　健三郎／著　講談社

《今月は山鹿市鹿本図書館から》

森
林
・
緑
を

　

火
災
か
ら
守
ろ
う
!!

景け
い
こ
う行
天
皇
の
腰こ

し
か
け
い
し

掛
石

　
　
　
　（
鹿
本
町
庄
）

▶
支
石
墓 

景
行
天
皇
の
腰
掛
石

◀
支
石
墓　

平
良
石

「
無
料
」
の
は
ず
が
高
額
請
求
！

  

オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
の
ト
ラ
ブ
ル

【
相
談
事
例
】

　

携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し
て
遊
ぶ
オ
ン

ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
に
関
す
る
相
談
が
、
全
国
の
消
費

者
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
問
題
点
】

•

テ
レ
ビ
や
雑
誌
な
ど
の
広
告
で
は
「
無
料
」
ば

　

か
り
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

•

有
料
コ
ン
テ
ン
ツ
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
消

　

費
者
が
十
分
に
認
識
で
き
る
よ
う
に
表
示
さ
れ

　

て
い
な
い
。 

•

「
無
料
」
と
う
た
っ
た
ゲ
ー
ム
サ
イ
ト
に
ア
ク

　

セ
ス
し
た
と
た
ん
、
高
額
な
請
求
を
さ
れ
る
。 

・
ゲ
ー
ム
で
知
り
合
っ
た
人
に
個
人
情
報
を
教
え

　

て
し
ま
う
と
、
身
に
覚
え
の
な
い
請
求
や
勧
誘

　

の
メ
ー
ル
が
届
く
こ
と
も
あ
る
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

•

無
料
と
う
た
っ
て
い
る
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
で 

　

も
、
有
料
で
あ
る
場
合
が
多
い
。

•

利
用
に
際
し
て
は
通
信
費
が
か
か
る
の
で
注
意

　

す
る
こ
と
。 

•

サ
イ
ト
な
ど
で
知
り
合
っ
た
人
か
ら
「
無
料
で

　

ゲ
ー
ム
が
で
き
る
」
な
ど
と
教
え
ら
れ
て
も
安

　

易
に
ア
ク
セ
ス
し
な
い
こ
と
。 

•

ゲ
ー
ム
サ
イ
ト
で
知
り
合
っ
た
人
な
ど
に
不
用

　

意
に
個
人
情
報
を
教
え
な
い
こ
と
。 

•

ト
ラ
ブ
ル
に
あ
っ
た
場
合
は
、
消
費
生
活
セ
ン

　

タ
ー
に
相
談
す
る
こ
と
。

…
商
工
課  

　

☎
43
‐
１
４
１
３　
　

　
　
　
　

熊
本
県
消
費
者
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎
096
‐
383
‐
０
９
９
９

問
合
せ
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子育て支援センター・児童館
　　　　　　　　　「２月の休日 OPEN」
　１月から実施しています「休日 OPEN」の日程は、
各子育て支援センターの通信でご確認ください。
※２・３月の第１日曜日に、児童館の開館を試行
　します。
　不明な点は、下記子育て支援センター・児童館
へお尋ねください。

学 問訪校

山鹿子育て支援センター　☎ 43‐1270　鹿北子育て支援センター　☎ 32‐3194　菊鹿子育て支援センター　☎ 48‐4660
鹿本子育て支援センター　☎ 46‐2635　鹿央子育て支援センター　☎ 36‐2150　つどいの広場 (ぽかぽか・おさか童夢)　☎ 43‐1155
第一児童館 (石)　☎ 43‐1128　中央児童センター (山鹿)　☎ 44‐0057　児童センター (藤井)　☎ 46‐4441　鹿本児童館 (来民)　☎ 46‐4455

Vol.58

親子でもちつき大会　
　 山鹿中央保育園　☎４４‐３６５３

　子どもたちが楽しみにしている行事の一つであるもち
つき大会を 12 月に行いました。大好きなお母さんやおば
あちゃんに手伝ってもらって、おもちを丸める子どもた
ち。つきたてのおもちに触れて「あついね」「やわいね」
などと口々に話をし、顔や手に白い
粉をつけて楽しんでいました。丸め
た後は、そのおもちをぜんざいにし
て食べました。自分たちで丸めたお
もちは、おいしさも増すようで、お
かわりをして食べる子どももいました。

　例年は、近所の人や老人会の皆さん
にも参加していただくのですが、今年
はインフルエンザ流行のためできな
かったので、また来年は、近所のおじ
いちゃんやおばあちゃんたちと一緒に
できることを楽しみにしています。

春の七草見つけたよ！
　 富慈園　☎４６‐２５７８

　富慈園では、１月６日に子どもたちと一緒に七草を摘
みに出かけました。なかなか見つからない “せり” が菊
池川で見つかると、喜んでみんなで摘みました。ようや
く７種類がそろい、見つけた七草を袋詰めにし、しおり
をつけて各家庭に配ると、迎えにきた保護者からたいへ
ん喜ばれました。次の日の連絡帳には、「『これを食べる
と病気せんてよ』と言いながら食べてました」「早々、作っ
て食べました。食育に力を入れていただき感謝です」「毎
年七草を摘んでいますがそろいません。園からの七草
パックに感動しました。子ども
たちもいい経験になったと思い
ます」などの便りがありました。
　春の七草がそろっている、園
のまわりの豊かな自然環境を守
りながら、後世に残していきた
いと思いました。

　　　〜 ホ ッ プ ス テ ッ プ ！
　 　 　 フ ァ ミ リ ー ビ ク ス ！ 〜
毎回、大好評の黒木先生の講座です。
日時▷２月 14 日㈰　10：00 〜 12：00
場所▷山鹿市鹿本生涯学習・健康センター
　　　「ひだまり」
対象者▷未就園児親子（１〜３歳）
参加費▷無料
※申込みは各子育て支援センターへ

小学校・中学校・高校の話題をお届け！気づき 考え 行動する
　　　　　めのっ子をめざして

米野岳小学校

　「やさしく かしこく つよく」の校訓のもと、94 人の児童
が元気に学んでいます。「どんどんいけいけゆうき号」の舞
台である「小鳥の森」をはじめ恵まれた自然の中で遊び、
梅干し作り、赤米作り、木工など、地域の皆さまのご協力
によって豊かな体験をしています。また、校内での歌声・
俳句・群読集会に加え、今年度はミュージカルや語り座公
演など舞台芸術に触れる機会にも恵まれました。

　これらの体験を通して大切にしているのは、良さに気づ
き、自分で考え、人に伝えることの積み重ねです。児童の
進行による集会や公演のあと、感想を発表したりまわりの
友達と伝え合ったりする活動を通し、着実に表現力が身に
ついてきました。さらに、児童会活動や体験学習などでは、
どうしたら目標を達成できるか、感謝の気持ちをどのよう
に伝えるかなど、児童自らが考え、表現し、行動すること
を大切にして、より豊かな創造力や表現力を身につけさせ
たいと思っています。
　２月 27 日㈯は学習発表会です。たくさんの皆さまのご来
校をめのっ子一同心よりお待ちしています。

▲出演者としてミュージカルを体験

親子で作ってみませんか !“子ども用イス”
　《材料》
　牛乳パック（1000ml30 個、500ml ６個）
　チラシ、布テープ（または、ガムテープ）

▲どんな味かな？

頑張っています、菊鹿中！

菊鹿中学校
　菊鹿中学校では、「ふるさとを見つめ、愛し、誇りに思う
ことのできる生徒の育成」というテーマのもと、各学年が
総合的な学習の時間での学習に取り組んできました。１年
生は【絆】、２年生は【未来】、３年生は【人権文化の創造】
のテーマを掲げて学習を進め、その学習の成果を文化祭で
広く地域にも発表する予定でしたが、本年度は新型インフ
ルエンザによる学級閉鎖で文化祭が開催できませんでし
た。そこで、期日を改めて演劇の発表会を開催しました。
１年生は『無

む こ

辜なる海』という題で水俣病を、２年生は『藍
の空　哀の島』という題で沖縄戦を、３年生は『ビヨンド
　ザ　ウォール』と
いう題でハンセン病
問題についての演劇
を発表しました。ど
の学年の発表も真に
迫るものがあり、人
権問題についての学
習を深めることがで
きました。

　例年、本校ではいろいろなボランティア活動に取り組ん
でいますが、今年は新たに、奉仕委員会を中心に、ペット
ボトルのキャップの回収活動に取り組みました。学期に１
回、クラスマッチ形式で回収をおこない、ご家庭や地域の
人々のご協力のおかげで、１回目の６月は、36,300 個、２
回目の 10 月には、53,800 個を集めることができました。
集まったキャップは、「光の森ゆめタウン」に贈呈し、そこ
から、ボランティア団体を通してポリオワクチンの購入資
金として役立ててもらいました。これらの活動を通して、
生徒一人一人が、さらに社会のために取り組もうとする気
持ちが高まってくれたと思います。

▲ペットボトルキャップの回収作業をしている
　奉仕委員会のメンバー

▲「やわくて気持ち
　　いいよ！」

▲地域の人から教わる梅ジュース作り
①牛乳パックを 1000ml は 15 ㎝、
　500ml は７㎝の高さで切る。
②半数の中にチラシを丸めて入れ
　入れてないパックをふたにして
　大 15 個、小３個の箱をつくる。
③牛乳パックを図のように、布  
　テープで固定してできあがり。
※好きなシールやカバーなどで
　かわいらしく仕上げましょう！

▲「ママ、食べ
　　させて〜！」

背と座の部分を組み立てます

↓

↓

大 15 個
小　3 個

背と座を合わせます

▲３年生（ビヨンド　ザ　ウォール）
　の一場面
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お
知
ら
せ

February

２ 月

案内板

　このたび、旧市町ごとに異なっておりまし
た公共下水道・農業集落排水処理施設使用料
のうち、使用人員数に応じて料金算定する定
額制を適用している鹿北地域、菊鹿地域、鹿
本地域、鹿央地域の料金体系を統一すること
を目的に、平成 22 年４月使用分（５月請求分）
から料金の改定を行います。

公共下水道・農業集落排水処理
施設使用料を改定します

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
変

更
申
出
書
を
受
け
付
け
し
ま
す

　

農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
お
よ
び
編

入
等
を
希
望
す
る
人
は
、
次
の
と
お
り

受
け
付
け
し
ま
す
。
な
お
、
手
続
き
に

は
法
律
に
基
づ
く
要
件
が
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
▽
２
月
１
日
㈪
〜
26
日
㈮

（
平
日
：
午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時
）

受
付
場
所
▽
本
庁
別
館　

農
林
企
画
課

…
農
林
企
画
課

　

☎
43
‐
１
５
３
２

確
定
申
告
は
自
分
で
作
成
し
て

お
早
め
に

　

平
成
21
年
分
の
所
得
税
・
個
人
事
業

者
の
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
・
贈

与
税
の
確
定
申
告
が
、
２
月
16
日
㈫
か

ら
始
ま
り
ま
す
。

　

所
得
税
・
贈
与
税
の
申
告
・
納
付
の

期
限
は
３
月
15
日
㈪
、
個
人
事
業
者
の

消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
の
申
告
・

納
付
の
期
限
は
３
月
31
日
㈬
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

な
お
、
本
年
よ
り
申
告
会
場
が
山
鹿

税
務
署
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。
期
限

投
稿

鹿
本
町
武
道
館
に
栄
冠

　

昨
年
12
月
20
日
に
山
鹿
市
カ
ル

チ
ャ
ー
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

た
、
第
35
回
熊
日
学
童
五
輪
柔
道
大
会

お
よ
び
熊
本
県
少
年
柔
道
練
成
大
会
に

お
い
て
、
団
体
女
子
チ
ー
ム
が
見
事
初

優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
は

全
員
小
学
５
年
生
で
す
。
今
年
も
連
覇

に
向
け
て
頑
張
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

見
学
・
体
験
入
門
随
時
受
付
！

　

現
在
の
部
員
は
、
幼
児
か
ら
小
学
６

年
生
ま
で
25
人
在
籍
。
み
ん
な
で
楽
し

く
元
気
よ
く
「
心
・
技
・
体
」
を
鍛
え

て
い
ま
す
。

練
習
場
所
▽
鹿
本
中
学
校
武
道
館

練
習
日
▽
毎
週
（
月
・
水
・
金
）

　
　
　
　

午
後
７
時
〜
午
後
８
時
半

※
詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

…
指
導
者　

星
子　

修

☎
０
９
０
‐
２
５
８
８
‐
１
４
２
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

冨
田  

敏
裕

☎
０
９
０
‐
９
４
９
９
‐
４
３
２
７

投
稿

小
学
校
で
獲
れ
た
野
菜
で

　
　
　
　
　
　
　

ケ
ー
キ
作
り

鹿
本
農
業
高
校　

生
活
科
学
科
２
年　

城
戸
美
穂
さ
ん

　

今
年
も
稲
田
小
学
校
の
１
、２
年
生

と
野
菜
作
り
を
と
お
し
て
交
流
会
を
続

け
て
い
ま
す
。
ナ
ス
と
ピ
ー
マ
ン
を

使
っ
た
７
月
の
調
理
会
に
続
き
、
今
回

は
６
月
に
植
え
た
サ
ツ
マ
イ
モ
と
９
月

に
種
を
ま
い
た
ニ
ン
ジ
ン
が
収
穫
の
時

期
を
迎
え
た
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴

を
生
か
し「
サ
ツ
マ
イ
モ
の
蒸
し
パ
ン
」

と
「
キ
ャ
ロ
ッ
ト
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
」
作

り
を
し
ま
し
た
。

　

小
学
生
は
包
丁
や
す
り
お
ろ
し
器
を

使
っ
て
、
小
さ
い
体
で
一
生
懸
命
に
料

理
作
り
に
頑

張
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
し

か
も
、
準
備

か
ら
片
付
け

ま
で
上
手
に

で
き
ま
し
た
。

申
込
・
問
合
せ

このコーナーでは、みなさんか
らの投稿を主に紹介します。
広報紙を読んだ感想、うれしかっ
たこと、知ってもらいたいこと、
イラスト、写真など、文章の長短、
ジャンルは問いません。
お待ちしています！
■送付先（持参も OK です）
〒 861-0592　山鹿市役所秘書課
広報やまが「読者の広場」まで

　

３
月
１
日
㈪
は
、
固
定
資
産
税
第
４

期
の
納
期
限
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
２
月
の
夜
間
収
納
窓
口
】

日
時
▽
２
月
24
日
㈬
・
25
日
㈭
・
26
日
㈮

今
月
の
市
税
・
国
保
税
の
納
期

お
よ
び
夜
間
収
納
窓
口

▲練習の成果を出すことができました

広報やまが　年間購読 ★★

　平成 22 年度広報やまがの年間購読の申込みを受
け付けします。親戚や知人に読みたい人がいる場合
にご利用ください。郵送でお届けします。
年間購読料▽ 1,000 円（Ｈ 22 年４月〜Ｈ 23 年３月）
※申込方法は、お尋ねください。

…秘書課　　 ☎４３‐１１１２申込・問合せ

地区 基本料金
加算料金

１人あたり ６人目以降
鹿北町 1,500 円 600 円 300 円
菊鹿町 1,600 円 600 円 300 円
鹿本町 1,500 円 600 円 300 円
鹿央町 1,600 円 600 円 600 円

地区 基本料金
加算料金

１人あたり ６人目以降
鹿北町

1,600 円 600 円 300 円
菊鹿町
鹿本町
鹿央町

料金改定前

料金改定後（５月請求分以降）

※この表は、一般世帯の区分になります。事
　業所の料金等についても、一部料金改定い
　たします。
※水量に応じて料金算定する従量制を適用し
　ている山鹿地域の料金体系はそのままです。

…下水道課　☎４３‐１１９８

↓

問合せ

　

税
理
士
に
よ
る
無
料
税
務
相
談
を
行

い
ま
す
。

　

青
色
申
告
記
帳
相
談
な
ど
そ
の
他
、

税
に
関
す
る
こ
と
な
ら
ど
ん
な
相
談
で
も

構
い
ま
せ
ん
。
予
約
は
不
要
で
す
。

日
時
▽
２
月
５
日
㈮

　
　
　
　

午
後
１
時
半
〜
４
時
半

場
所
▽
鹿
北
公
民
館

…
鹿
北
総
合
支
所
市
民
生
活
課

☎
32
‐
３
１
１
１

無
料
税
務
相
談

問
合
せ 　

相
　
談

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
行
っ
て
い
る
心

配
ご
と
相
談
は
無
料
で
、
ど
こ
の
支
所

で
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

【
山
鹿
】

　

①
一
般
相
談
▽
２
月
５
日
㈮

　

②
子
ど
も
生
活
相
談
▽
２
月
12
日
㈮

　

③
法
律
相
談
▽
２
月
19
日
㈮
要
予
約

　
　
　
　

①
と
②　

午
前
９
時
〜
正
午

　
　
　
　
　
　

③　

午
前
10
時
〜
正
午

　

場
所
▽
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

　
　
　
　

社
協
山
鹿
支
所

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
43
‐
１
１
３
４

【
鹿
北
】

　

①
一
般
相
談
▽
２
月
４
日
㈭

　

②
子
ど
も
生
活
相
談
▽
２
月
18
日
㈭

　

③
警
察
相
談
▽
２
月
25
日
㈭
要
予
約

　
　
　
　

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午

　

場
所
▽
鹿
北
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
32
‐
２
６
９
６

【
菊
鹿
】　

　

①
一
般
相
談
▽
２
月
３
日
㈬

　

②
子
ど
も
生
活
相
談
▽
２
月
10
日
㈬

　

③
心
の
悩
み
相
談
▽
２
月
17
日
㈬

　
　
　
　

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午

　

場
所
▽
菊
鹿
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

ひ
ま
わ
り
館

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
48
‐
５
０
６
０

【
鹿
本
】

　

①
一
般
相
談
▽
２
月
２
日
㈫

　

②
子
ど
も
生
活
相
談
▽
２
月
９
日
㈫

　

③
司
法
相
談
▽
２
月
16
日
㈫　

　
　
　
　

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午

　

場
所
▽
鹿
本
高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
　
　
　

セ
ン
タ
ー
「
親
和
荘
」

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
46
‐
２
２
０
６

心
配
ご
と
相
談

投
稿

危
険
な
現
代
に
食
生
活

調
理
師　

長
本
初
子
さ
ん

　

二
人
の
孫
が
、
元
気
に
我
が
家
に

や
っ
て
く
る
。可
愛
い
孫
の
手
を
取
り
、

あ
れ
こ
れ
と
声
を
か
け
る
。
娘
夫
婦
に

は
、
う
っ
と
う
し
い
の
か
迷
惑
そ
う
な

顔
を
す
る
。
つ
い
、
孫
の
事
に
な
る
と

気
が
気
で
な
ら
な
い
。

　

ど
う
か
、
こ
の
子
ど
も
た
ち
の
未
来

が
永
遠
で
、
幸
せ
で
あ
り
ま
す
よ
う
に

と
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

　

今
、
世
の
中
が
だ
ん
だ
ん
と
変
化
し

て
い
る
。
若
い
女
性
の
行
き
過
ぎ
た
ダ

イ
エ
ッ
ト
で
、
女
性
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン

ス
が
こ
わ
れ
る
な
ど
、
身
体
に
異
常
の

赤
信
号
が
出
始
め
て
い
る
。

　

年
々
と
増
え
続
け
て
い
る
や
せ
志

向
。
そ
の
よ
う
な
女
性
が
子
ど
も
を
産

む
。
妊
娠
中
も
体
重
を
増
や
さ
な
い
よ

う
食
事
制
限
を
す
る
。
や
が
て
母
親
か

ら
は
低
出
生
児
が
産
ま
れ
て
し
ま
う
。

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。子
ど
も
の
発
育
、

健
康
に
与
え
る
影
響
は
大
変
に
大
き

い
。
そ
し
て
、
そ
の
子
の
一
生
は
つ
ら

い
人
生
に
終
わ
っ
て
し
ま
う
。

　

も
う
一
つ
気
が
か
り
な
事
が
あ
る
。

そ
れ
は
、
テ
レ
ビ
や
雑
誌
で
流
れ
て
く

る
ダ
イ
エ
ッ
ト
、
や
せ
志
向
の
す
す
め

な
ど
に
日
本
中
が
中
毒
に
か
か
っ
た
よ

う
に
目
を
向
け
て
い
る
。
栄
養
も
健
康

も
あ
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
大
変
に
危

険
な
事
だ
。

　

食
は
、「
命
を
つ
な
ぐ
大
切
な
物
だ
。

そ
の
一
人
の
一
生
が
決
ま
っ
て
し
ま
う

か
も
知
れ
な
い
」事
を
知
っ
て
ほ
し
い
。

強
く
て
元
気
な
子
ど
も
を
生
み
育
て
て

ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る
。

間
近
に
な
り
ま
す
と
、
会
場
は
た
い
へ

ん
混
雑
し
ま
す
の
で
、
早
め
の
ご
来
場

を
お
願
い
し
ま
す
。（
受
付
時
間
：
平

日
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
）

…
山
鹿
税
務
署

　

☎
44
‐
２
１
８
１

※
自
動
音
声
案
内

　
　
　

午
後
５
時
半
〜
８
時

場
所
▽
本
庁
税
務
課

※
住
宅
使
用
料
・
上
下
水
道
料
・
保
育

料
・
介
護
保
険
料
等
の
納
付
を
す
る
人

は
、必
ず
納
付
書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

…
税
務
課
収
納
係

　
☎
43
‐
１
１
４
４

問
合
せ

問
合
せ

問
合
せ

投
稿

「
か
せ
い
ど
り
打
ち
」

菊
鹿
町
阿
佐
古
区

　

１
月
14
日
に
、
小
正
月
の
伝
統
行
事

「
か
せ
い
ど
り
打
ち
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
が
顔
に
墨
を
塗
り
、

神
の
使
い
と
し
て
各
家
庭
を
回
り
「
か

せ
い
ど
り
、
ど
っ
さ
り
お
祝
い
な
〜
」

と
叫
び
な
が
ら
、し
め
縄
で
作
っ
た「
か

せ
い
ど
り
」
を
配
り
ま
す
。
受
け
取
っ

た
「
か
せ
い
ど
り
」
は
、
お
守
り
と
し

て
神
棚
に
飾
り
、
家
内
安
全
と
五
穀
豊

穣
を
願
い
ま
す
。

　

料
理
が
完
成
し
、「
お
い
し
い
!!
」「
ニ

ン
ジ
ン
も
食
べ
ら
れ
た
！
」
な
ど
と
み

ん
な
の
笑
顔
が
最
高
で
し
た
。
種
ま
き

か
ら
関
わ
っ
た
作
物
を
収
穫
す
る
喜
び

と
、
自
分
た
ち
の
力
で
料
理
し
て
食
べ

る
お
い
し
さ
を
味
わ
っ
て
く
れ
た
と
思

い
ま
す
。

▲自分たちで作ったけん、
　おいしいよ！

▲「かせいどり」を受け取ると
　各家庭からは、お礼として餅
　やお菓子を渡します

▲「こうやって切ってね！」



広報やまが　2010.2.1　2223　2010.2.1　広報やまが

〈 

有
料
広
告 

〉

テナント募集中!!

〈 

有
料
広
告 

〉

　

募　

集

★

日時▷２月 18 日㈭（要予約）
　　　14：00 〜 16：00
場所▷山鹿保健所
嘱託医▷山鹿回生病院

…山鹿保健所
　　　　☎４４‐４１２１

精神保健相談 ★ ★
日時▷毎週水曜日
　　　9：00 〜 11：30 受付
場所▷山鹿健康福祉センター

…いきがい推進課
　　　　☎４３‐００５２

障がい者・児相談 ★

問合せ

★

日時▷第２・４火曜日
　　　9：00 〜 12：00
場所▷菊鹿総合支所

…菊鹿総合支所市民生活課
　　　　☎４８‐３１１１

障がい者・児
ふれあい相談 ★

問合せ問合せ

【
鹿
央
】

　

①
一
般
相
談
▽
２
月
１
日
㈪

　

②
子
ど
も
生
活
相
談
▽
２
月
８
日
㈪

　

③
消
費
生
活
相
談
▽
２
月
15
日
㈪

　
　
　
　

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午

　

場
所
▽
鹿
央
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
36
‐
３
８
１
１

※
法
律
・
警
察
相
談
は
要
予
約
で
す
。

…
社
会
福
祉
協
議
会
本
所

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
48
‐
４
６
６
６

　

次
の
要
領
で
、
平
成
22
年
度
の
奨
学

金
の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

申
込
資
格
▽

①
市
内
に
３
年
以
上
在
住
す
る
人
の

　

被
扶
養
者

②
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
修
学
が
困

　

難
な
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
こ
と

③
学
業
成
績
が
優
秀
で
あ
る
こ
と

④
日
本
学
生
支
援
機
構
そ
の
他
こ
れ

　

に
類
す
る
も
の
か
ら
奨
学
金
の
貸

　

与
ま
た
は
給
付
を
受
け
て
い
な
い

　

こ
と

貸
付
金
額
▽

★
高
校
お
よ
び
専
修
学
校
高
等
課
程

　
　

国
公
立
…
月
額
１
５
、０
０
０
円

　
　

私　

立
…
月
額
２
０
、０
０
０
円

★
大
学
お
よ
び
専
修
学
校
専
門
課
程

　
　
　
　
　
　

月
額
３
０
、０
０
０
円

返
還
方
法
▽

　

・
貸
付
終
了
後
半
年
間
据
え
置
き

　

・
貸
与
期
間
の
２
倍
以
内
の
期
間
で

　
　

返
還

受
付
期
間
▽

　
　
　

３
月
８
日
㈪
〜
４
月
９
日
㈮

…
教
育
総
務
課

　
　

☎
43
‐
１
６
３
８

市
奨
学
金
制
度

問
合
せ

平成 22 年度  教育委員会指導員・山鹿市中央公民館図書室嘱託職員募集

《中央公民館図書室嘱託職員》
職務内容▷書籍の貸し出し等事務
　　　　　図書室内配架・整理など
募集人員▷１人
勤務時間▷週３〜４日程度
給料▷日額　5,700 円

★★

　

年
金
事
務
所
（
社
会
保
険
事
務
所
）

の
専
門
官
が
相
談
を
受
け
ま
す
。

　

年
金
手
帳
や
年
金
証
書
な
ど
基
礎
年

金
番
号
が
わ
か
る
も
の
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

日
時
・
場
所
▽
２
月
10
日
㈬
・
24
日
㈬

　
　
　
　
　
　

市
役
所
１
階　

会
議
室

※
い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

…
国
保
年
金
課

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
43
‐
１
５
３
０

年
金
事
務
所
出
張
相
談

問
合
せ

　

司
法
書
士
会
で
は
２
月
を
「
相
続
登

記
は
お
済
み
で
す
か
月
間
」
と
し
て
、

全
国
一
斉
に
相
続
登
記
に
関
す
る
無
料

相
談
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

日
時
▽
２
月
20
日
㈯

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所
▽
山
鹿
隣
保
館
（
熊
入
町
）

相
談
内
容
▽
不
動
産
の
相
続
・
遺
言
に

　
　
　
　
　

関
す
る
こ
と

　
　
　
　
　

相
続
問
題
に
関
す
る
こ
と

…
熊
本
県
司
法
書
士
会
山
鹿
支
部

☎
43
‐
８
６
０
６

無
料
相
談
所
開
設

問
合
せ

平
成
22
年
度
市
役
所
臨
時
・
非

常
勤
職
員
登
録
者

　

市
で
は
、
平
成
22
年
度
の
臨
時
・
非

常
勤
職
員
登
録
者
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

職
種
・
要
件
▽

　

①
事
務
補
助
（
高
校
卒
業
程
度
で
パ

　

ソ
コ
ン
の
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
操
作

　

が
で
き
る
人)
②
保
育
士
③
幼
稚
園

　

教
諭
④
児
童
館
厚
生
員
⑤
看
護
師
⑥

　

保
健
師
⑦
助
産
師
⑧
管
理
栄
養
士

　

(

栄
養
士)

⑨
調
理
員
⑩
介
護
支
援
専

　

門
員
⑪
司
書
⑫
学
校
業
務
に
関
す
る

　

補
助
員

※
②
〜
⑪
は
要
資
格
免
許

※
⑫
は
、
業
務
内
容
で
異
な
り
ま
す
の

　

で
、
教
育
総
務
課
（
☎
43
‐
１
３
９
１
）

　

へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

パ
ソ
コ
ン
教
室
受
講
生
募
集

資
格
▽
山
鹿
市
に
在
住
、　

　

ま
た
は
市
に
勤
務
の
人

会
場
▽
鹿
本
生
涯
学
習
・

　
　
　

健
康
セ
ン
タ
ー
「
ひ
だ
ま
り
」

申
込
期
間
▽
２
月
１
日
㈪
〜
12
日
㈮

（
平
日
：
午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時
）

申
込
方
法
▽
中
央
公
民
館
お
よ
び
各

　
　
　

分
室
に
申
込
書
・
パ
ン
フ
レ
ッ

　
　
　

ト
を
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、

　
　
　

ご
記
入
の
上
提
出
く
だ
さ
い
。

…
社
会
教
育
課

　
　
　

☎
43
‐
１
６
５
１

《共通事項》
応募要件▷パソコン操作ができる人
　　　　　普通自動車免許を有する人
　　　　　原則として満 65 歳以下の人
募集期間▷２月１日㈪〜 19 日㈮
　　　　　※ 履歴書を提出（郵送可）

…社会教育課　　　☎４３‐１６５１

《社会教育指導員・青少年育成指導員》
職務内容▷生涯学習に関する業務
　　　　　青少年育成に関する業務
　　　　　人権教育に関する業務など
募集人員▷若干名
勤務時間▷週 30 時間程度
給料▷月額　140,000 円 申込・問合せ

　

⑬
代
替
職
員(

保
育
士
、
調
理
員)

※
職
員
の
病
休
等
に
よ
る
代
替
職
員
と

　

し
て
月
10
日
程
度
勤
務
で
き
る
人

就
労
時
間
▽

○
臨
時
職
員
…
週
38
時
間
45
分
以
内
勤
務

　
　
　
　
　
　

最
長
５
か
月

○
非
常
勤
職
員
…
週
30
時
間
以
内
勤
務

　
　
　
　
　
　
　

最
長
１
年

・
短
期
事
業
や
欠
員
の
補
充
等
に
よ
り

　

必
要
と
な
っ
た
場
合
、
担
当
課
か
ら

　

連
絡
し
ま
す
。(

年
度
途
中
に
連
絡

　

す
る
場
合
も
あ
り
ま
す)

受
付
期
間
▽
随
時
受
付(

土
日
、
祝
日

　

を
除
く
午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時)

申
込
方
法
▽

　

市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
記
入
の

　

う
え
、
市
役
所
職
員
課
へ
郵
送
ま
た

　

は
持
参
く
だ
さ
い
。
な
お
提
出
さ
れ

　

た
履
歴
書
は
返
還
で
き
ま
せ
ん
。

…
職
員
課　☎

43
‐
１
１
１
３

　

市
で
は
、
毎
年
生
涯
学
習
講
座
を
開

講
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
運
営
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
人

を
募
集
し
ま
す
。

職
務
内
容
▽
講
座
受
講
生
の
受
付
、
講

　
　
　
　
　

座
会
場
の
設
営
な
ど

募
集
人
員
▽
２
人

応
募
要
件
▽
普
通
免
許
を
有
す
る
人

受
付
期
間
▽
２
月
１
日
㈪
〜
26
日
㈮

申
込
方
法
▽
社
会
教
育
課
へ
直
接
来

　
　
　

ら
れ
る
か
、
電
話
で
申
し
込
み

（
平
日
：
午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時
）

…
社
会
教
育
課

　
　
　

☎
43
‐
１
６
５
１

平
成
22
年
度
山
鹿
市
生
涯
学
習

講
座
運
営
ス
タ
ッ
フ
募
集

申
込
・
問
合
せ

申
込
・
問
合
せ

申
込
・
問
合
せ

申
込
・
問
合
せ

　

県
で
は
、
在
住
外
国
人
の
人
々
が
地

域
で
快
適
な
生
活
を
送
る
た
め
の
支
援

策
と
し
て
、
国
際
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設

置
し
て
い
ま
す
。
入
管
法
に
関
す
る
手

続
き
、
住
宅
、
医
療
、
就
労
な
ど
の
各

種
情
報
の
提
供
や
生
活
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。
相
談
は
、
来
訪
、
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
で
も
受
け
付

け
ま
す
。
日
・
英
・
中
・
韓
・
ス
ペ
イ

ン
の
５
ヵ
国
語
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

※
受
付
：
平
日
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

…
熊
本
県
国
際
協
会　

☎
０
９
６
‐
３
８
５
‐
４
４
８
８

熊
本
県
国
際
相
談
コ
ー
ナ
ー

問
合
せ

日
時
▽
２
月
28
日
㈰
午
前
９
時
開
会

場
所
▽
岩
原
古
墳
群
内

　
　
　

(

鹿
央
町
岩
原)

参
加
資
格
▽
熊
本
県
子
ど
も
会
安
全

　
　
　
　

会
に
加
入
し
て
い
る
小
学

　
　
　
　

生
（
１
チ
ー
ム
５
人
走
者
）

申
込
締
切
▽
２
月
17
日
㈬

※
雨
天
時
は
、
鹿
央
公
民
館
で
レ
ク
リ

　

エ
ー
シ
ョ
ン
大
会

※
豚
汁
無
料
配
布(

雨
天
時
も
あ
り)

…
市
教
育
委
員
会
鹿
央
分
室

　
　
　

☎
36
‐
２
１
８
３

肥
後
古
代
の
森
「
第
17
回

　

双
子
塚
一
周
リ
レ
ー
大
会
」

資
格
▽
県
内
在
住
で
、
学
習
意
欲
の
あ

　
　
　

る
60
歳
以
上
の
人

開
催
日
▽
毎
週
木
曜
日
（
熊
本
校
）

　
　
　
　

午
後
１
時
半
〜
３
時
半

受
講
期
間
▽
４
月
〜
平
成
23
年
３
月

会
場
▽
熊
本
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容
▽
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
リ
フ

　
　

レ
ッ
シ
ュ
、
熊
本
の
歴
史
に
つ
い

　
　

て
の
講
座
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門

　
　

な
ど
、
講
座
は
年
間
40
回
、
テ
ー

　
　

マ
は
毎
回
異
な
り
ま
す
。

受
講
料
▽
入
学
金　
　

１
、０
０
０
円

　
　
　
　

受
講
料　

１
１
、０
０
０
円

募
集
定
員
▽
100
人

募
集
期
間
▽
２
月
９
日
㈫

　
　
　
　
　
　
　
　

〜
３
月
９
日
㈫

…
（
財
）
熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団

　
　

☎
０
９
６
‐
３
５
４
‐
３
０
８
３

熊
本
さ
わ
や
か
大
学
校

　
　
　
　
　
　

入
学
生
募
集

申
込
・
問
合
せ

申
込
・
問
合
せ

内
容
▽
湯
の
町
山
鹿
の
ど
こ
か
懐
か

　
　
　

し
い
町
並
み
に
作
品
を
展
示

作
品
▽
絵
画
一
人
一
点
（
４
〜
20
号
）

テ
ー
マ
▽
ほ
っ
と
す
る
喜
び　

素
朴

　
　
　
　

 

な
喜
び

開
催
日
時
▽
４
月
29
日
㈷

　
　
　
　
　
　
　
　

〜
５
月
５
日
㈷

展
示
場
所
▽
山
鹿
豊
前
街
道
ギ
ャ
ラ

　
　
　
　
　

 

リ
ー
ス
ペ
ー
ス

参
加
費
▽
一
人　

２
、０
０
０
円

申
込
期
間
▽
３
月
１
日
㈪
〜
31
日
㈬

※
詳
し
く
は
、
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

…
古
民
家
ギ
ャ
ラ
リ
ー　

百
花
堂

　

☎
０
８
０
‐
６
４
２
６
‐
４
５
１
９

第
１
回
や
ま
が
湯
の
端
美
術
展

　
　
　
　
　
　
　

作
品
募
集
！

申
込
・
問
合
せ

受
付
期
間
▽
２
月
10
日
㈬
〜
22
日
㈪

※
申
込
書
は
山
鹿
土
地
改
良
区
事
務

　

局
（
本
庁
別
館
）
で
配
布
し
ま
す
。

…
山
鹿
土
地
改
良
区

　
　
　

☎
43
‐
１
１
１
５

山
鹿
土
地
改
良
区

　
　
　
　
　

職
員
採
用
試
験

申
込
・
問
合
せ



広報やまが　2010.2.1　2425　2010.2.1　広報やまが

〈 

有
料
広
告 

〉

〈 

有
料
広
告 

〉

フォニックス式　少人数制　入会金なし
対象：１歳児～中学生

月謝：月４回レッスン  2,000 円～ 5,000 円
各レベルにつき昇額・年間教材費5,000円程

♪無料体験実施中♪

＊＊＊＊＊＊＊＊
 前田英語教室 前田英語教室 講師：前田　澄（まえだ　さやか）

九州女学院(現・九州ルーテル学院)中高大学およ
びイギリスHarrogate Ladies’ College に学ぶ。
詳しくは「山鹿市　前田英語教室」で検索下さい。

住所：山鹿市鹿校通３丁目１－46ー 101
ご連絡先：43-4580　 携帯　090-9592-904１
ホームページ：
http://homepage3.nifty.com/maeda-eigo-kyousitsu/

八千代座 100 周年オープニングセレモニー ★★

　八千代座 100 周年を祝
う記念行事をとして開催
します。皆さまのご来場
お待ちしています。

　　　　日時▽２月 17 日㈬　午後２時開演
　　　　場所▽八千代座

博 物 館 企 画 展 　 ふ る さ と 再 発 見 シ リ ー ズ N o . １
秤 の 歴 史 と 山 鹿 　 〜 古 代 か ら 伝 わ る 秤 の す べ て 〜

期間▷１月 30 日㈯〜５月９日㈰　９：00 〜 17：00
※休館日：月曜日（祝日の場合その翌日）
場所▷山鹿市立博物館
入場料▷一般・大学生 210 円
　　　　小中高生　　　 50 円
　　　　※ 未就学児および市内小中学生は無料

…山鹿市立博物館　　☎４３‐１１４５

★★

　

八
千
代
座
へ
カ
ブ
キ
を
見
に
き
ま

せ
ん
か
？
「
白
波
五
人
男
」「
三
人
吉

三
」「
雨
の
五
郎
」
な
ど
お
な
じ
み
の

カ
ブ
キ
を
子
ど
も
た
ち
が
演
じ
ま
す
。

（
歌
舞
伎
役
者  

中
村
又
蔵
先
生
指
導
）

日
時
▽
２
月
28
日
㈰
午
後
１
時
開
演

場
所
▽
八
千
代
座

入
場
料
▽
無
料

…
山
鹿
市
民
歌
舞
伎
の
会

　

☎
０
９
０
‐
２
５
０
１
‐
７
２
５
１

八
千
代
座

　
　

子
供
カ
ブ
キ
教
室
発
表
会

プ
ロ
に
よ
る
芝
居
チ
ッ
ク
な
お
話
会

日
時
▽
２
月
７
日
㈰
午
前
10
時
〜

　
　
　
　
　
（
開
場
午
前
９
時
半
〜
）

場
所
▽
鹿
本
生
涯
学
習
・
健
康
セ
ン　

　
　
　

タ
ー
「
ひ
だ
ま
り
」

ゲ
ス
ト
：
人
形
劇
団  

Ｔ
ｈ
ｅ
ち
ゃ
ぶ
台

　

地
域
お
は
な
し
グ
ル
ー
プ

　

ひ
ま
わ
り
会
、
ふ
し
ぎ
な
ぽ
け
っ
と

参
加
費
▽
無
料

…
や
ま
が
図
書
館
友
の
会

　
　

☎
43
‐
４
３
３
２
（
吉
田
）

図
書
フ
ェ
ス
タ
「
大
人
も
子
ど

も
も
楽
し
む　

お
は
な
し
会
」

　

自
分
や
家
族
が
認
知
症
に
な
っ
た

と
き
、
ど
こ
で
ど
の
よ
う
に
暮
ら
し
た

い
か
…
、
地
域
の
み
ん
な
で
と
も
に
考

え
ま
し
ょ
う
。

日
時
▽
２
月
13
日
㈯
（
受
付
正
午
〜
）

　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時
半

会
場
▽
八
千
代
座

参
加
費
▽
無
料

定
員
▽
先
着
６
０
０
人
（
申
込
不
要
）

内
容
▽
各
家
庭
に
配
布
し
て
い
ま
す

　
　
　

チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
チ
ラ
シ
に
記
載
の
、「
み
ん
な
で
創

　

る
温
も
り
の
ま
ち
山
鹿
」
は
、
午
後

　

２
時
半
を
３
時
半
に
変
更
し
ま
す
。

…
介
護
保
険
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
43
‐
１
０
７
７

「
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心

　

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

　
　

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
２
０
１
０

　

粟
島
さ
ん
の
愛
称
で
親
し

ま
れ
、
昔
か
ら
婦
人
病
や
子

ど
も
の
夜
泣
き
に
ご
利
益
が

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

甘
酒
の
振
る
舞
い
や
出
店
な
ど
も

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
近
所
お
誘
い
合
わ

せ
の
上
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
▽
３
月
３
日
㈬
午
前
10
時
〜

場
所
▽
西
牧
粟
島
神
社（
山
鹿
市
西
牧
）

…
実
行
委
員
長
（
池
尻
）

　
　

☎
43
‐
２
７
６
３

粟
島
さ
ん
ま
つ
り

日
時
▽
２
月
６
日
㈯
午
後
７
時
〜
８
時

（
開
場
午
後
６
時
半
〜
）

場
所
▽
鹿
央
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー

内
容
▽
手
品
、
語
り
、
絵
本
、
腹
話
術
、

　
　
　

あ
そ
び　

な
ど

…
市
教
育
委
員
会
鹿
央
分
室

　
　
　

☎
36
‐
２
１
８
３

わ
く
わ
く
お
は
な
し
会
in
鹿
央

日
時
▽
２
月
11
日
㈷
午
前
10
時
出
発

集
合
場
所
▽
鹿
央
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　
　
　
（
目
的
地
：
米
野
山
山
頂
）

準
備
物
▽
水
筒
、
お
に
ぎ
り
、
タ
オ
ル
、

　
　
　
　

帽
子
、
手
袋
な
ど

※
事
前
申
込
み
は
不
要
。

※
小
雨
決
行
。
豚
汁
を
配
布
し
ま
す
！

…
市
教
育
委
員
会
鹿
央
分
室

　
　
　

☎
36
‐
２
１
８
３

第
39
回
歩
け
！
あ
る
け
！
大
会

　

催　

し

〜
い
の
ち
の
水
の
物
語
〜

　
　
　
　
　
　
　

劇
団　

わ
ら
び
座

日
時
▽
２
月
28
日
㈰
午
後
６
時
開
演

場
所
▽
鹿
本
生
涯
学
習
・
健
康
セ
ン　

　
　
　

タ
ー
「
ひ
だ
ま
り
」

参
加
費
▽
会
員
は
無
料
（
入
会
随
時
）

…
山
鹿
子
ど
も
劇
場

☎
�
44
‐
６
３
７
５

舞
台
劇
「
カ
ッ
パ
の
パ
ッ
カ
と

　
　
　
　
　
　

は
る
か
の
夢
」

問
合
せ

日
時
▽
２
月
12
日
㈮
午
後
７
時
〜

場
所
▽
法
事
の
館　

夢
想
庵

テ
ー
マ
▽
『
お
く
り
び
と
』
の
世
界

　
　
　
　
　

チ
ェ
ロ
奏
者

　
　
　
　
　
　
　

津
田　

一
彦
さ
ん

会
費
▽
500
円

※
お
預
か
り
し
葬
祭
支
援
費
に
し
ま
す
。

…
法
事
の
館　

夢
想
庵

　

☎
43
‐
２
２
１
１

問
合
せ

と
も
び
き
塾

　

昔
遊
び
を
、
地
域
の
人
に
教
え
て
も

ら
い
な
が
ら
、
み
ん
な
で
遊
び
ま
す
。

　

竹
馬
、
こ
ま
回
し
、
お
手
玉
、
あ
や

と
り
な
ど
を
し
ま
す
。

対
象
▽
山
鹿
市
民
な
ら
ど
な
た
で
も

期
日
▽
２
月
７
日
㈰
午
後
１
時
〜

場
所
▽
山
鹿
市
鹿
校
通
公
園

参
加
費
▽
100
円

…
山
鹿
子
ど
も
劇
場

☎
�
44
‐
６
３
７
５

や
ま
が
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
第
４
弾

　

昔
あ
そ
び
大
会

　
　
　

老
若
男
女
で
遊
ぼ
う
！

問
合
せ

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
22
年
度
第
１

学
期
（
４
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送

を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
通
信
制
の

大
学
で
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業

し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
幅
広
い
世
代
、
職

業
の
人
が
学
ん
で
い
ま
す
。

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

出
願
締
切
▽
２
月
28
日
㈰

※
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受

　

け
付
け
て
い
ま
す
。

…
放
送
大
学
熊
本
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
０
９
６
‐
３
４
１
‐
０
８
６
０

放
送
大
学
４
月
生
募
集

入場料▽無料
内容▽八千代座キャラクターデザインの発表、
　　　八千代座と山鹿市の 100 年を振り返る
　　　講演を予定。アトラクションとして市民
　　　団体による狂言や合唱などを行います。

…八千代座 100 周年記念事業実行委員会
　　　　 ☎４３‐１６９１
問合せ

申
込
・
問
合
せ

　

大
石
内
蔵
助
良
雄
を
は
じ
め
と
す

る
赤
穂
義
士
17
士
を
供
養
す
る
ま
つ

り
で
す
。

　

慰
霊
祭
の
あ
と
に
は
、
義
士
に
ち
な

ん
だ
講
演
や
、
討
ち
入
り
そ
ば
と
甘
酒

の
振
る
舞
い
が
あ
り
ま
す
。

日
時
▽
２
月
４
日
㈭
午
前
10
時
〜

場
所
▽
日
輪
寺
（
山
鹿
市
杉
）

…
山
鹿
温
泉
観
光
協
会

　
　

☎
43
‐
２
９
５
２

義
士
祭

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ま
た
は
、
衛
星
ラ

　

ジ
オ
の
放
送
講
座
を
聴
き
な
が
ら

　

自
宅
で
学
習
。
レ
ポ
ー
ト
提
出
と
月

　

平
均
２
回
の
ス
ク
ー
リ
ン
グ
を
積

　

み
重
ね
、
３
年
で
卒
業
で
き
ま
す
。

○
学
ぶ
意
欲
さ
え
あ
れ
ば
、
年
齢
を
問

　

わ
ず
、
勤
労
者
・
主
婦
・
生
涯
学
習

　

を
目
指
す
高
齢
者
な
ど
、
誰
で
も
入

　

学
で
き
ま
す
。

出
願
期
間
▽
２
月
22
日
㈪

　
　
　
　
　
　
　
　

〜
３
月
30
日
㈫

※
詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。。

…
東
海
大
学
付
属
望
星
高
校
・
熊
本
校

　
　

☎
０
９
６
‐
３
８
３
‐
７
３
３
０

通
信
制
高
校　

生
徒
募
集

申
込
・
問
合
せ

　

古
布
、
陶
器
な
ど
で
作
っ
た
ひ
な
人

形
な
ど
100
点
を
展
示
し
ま
す
。

期
間
▽
２
月
1
日
㈪
〜
３
月
８
日
㈪

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

（
毎
週
水
曜
、
第
２
火
曜
定
休
日
）

場
所
▽
蔓
薔
薇
（
八
千
代
座
そ
ば
）

…
蔓
薔
薇
（
つ
る
ば
ら
）

　
　

☎
43
‐
８
９
２
０

ひ
な
祭
り
展

日
時
▽
２
月
27
日
㈯
午
前
10
時
〜
正
午

場
所
▽
あ
ん
ず
の
丘
多
目
的
体
育
館

　
　
　

グ
リ
ー
ン
パ
ル
ス

入
場
料
▽
無
料

講
師
▽
（
株
）
地
域
振
興
研
究
所

　
　
　
　
　
　
（
代
）
須
川
一
幸
さ
ん

　

地
域
活
性
化
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
を

ア
ド
バ
イ
ス
い
た
だ
き
ま
す
。

…
企
画
課

　
　

☎
43
‐
１
１
１
４

過
疎
い
き
い
き
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

問
合
せ

問
合
せ

問
合
せ

問
合
せ

問合せ

　

鹿
本
郡
市
小
中
学
校
の
図
工
美
術

教
育
に
縁
の
あ
っ
た
Ｏ
Ｂ
と
現
役
職

員
に
よ
る
作
品
展
で
す
。

期
間
▽
〜
２
月
７
日
㈰
ま
で

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

場
所
▽
鹿
本
生
涯
学
習
・
健
康
セ
ン　

　
　
　

タ
ー
「
ひ
だ
ま
り
」

…
小
材
啓
治

　
　
　

☎
46
‐
４
４
９
６

第
27
回　

か
も
と
教
美
展

問
合
せ

問
合
せ

問
合
せ

問
合
せ

問
合
せ

問
合
せ

　

寒
さ
を
吹
き
飛
ば
し
、
演
奏
・
歌
声
・

に
わ
か
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

日
時
▽
２
月
７
日
㈰

　
　
　

午
後
１
時
半
開
演

場
所
▽
鹿
本
生
涯
学
習
・
健
康
セ
ン　

　
　
　

タ
ー
「
ひ
だ
ま
り
」

…
グ
ル
ー
プ
お
お
い
ち
ょ
う

☎
０
８
０
‐
４
２
７
７
‐
５
５
２
３

は
ー
る
よ
こ
い　

ひ
だ
ま
り

　

チ
ャ
リ
テ
ィ　

コ
ン
サ
ー
ト

問
合
せ
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仕事の相談はお気軽に・山鹿市地域職業相談室
⃞▶一　般
①正・准看護師　18 万 2 千円〜　②介護職員　12 万円　③
医療事務員　12 万 3 千円〜　④一般事務員　12 万円〜　⑤
販売員　12 万 6 千円　⑥調理員　11 万 9 千円〜　⑦ホール
スタッフ　12 万 2 千円〜　⑧養鶏作業員　11 万 4 千円　⑨
トラック運転手（4 ｔ車）　22 万円〜　⑩機械オペレーター
14 万 8 千円　⑪店員　13 万円〜　⑫土木作業員　16 万 2 千
円〜

⃞▶パート
①正・准看護師　時給 900 円〜　②介護職員 　時給 700 円〜
③受付事務員　時給 700 円〜　④販売員　時給 670 円〜　⑤
厨房係員　時給 700 円　⑥配膳係員　時給 665 円　⑦警備員
時 850 円〜　⑧製造員　時給 700 円　⑨店員　時給 670 円〜
＊詳細は、ご来室・ご相談ください。なお、すでに採用済みの
場合もあります。職業相談室は、勤労青少年ホーム１階（市役
所裏中央公民館となり）です。　　      　　☎ ４３‐１７２４

※落札価格 500 万円以上の工事を掲載（落札額は消費税を含む） …本庁総務課監理検査室   43‐1118問合せ

入札日 工　　事　　名 工事場所 落札業者 落札額（円）
12/ ９ 平成 21 年度　特産工芸村農業集落排水宅内配管設備工事 菊鹿町下内田地内 ㈲東総合設備 10,437,000
12/ ９ 平成 21 年度　熊入汚水枝線管渠築造工事（１号）、杉鍋田線道路整備工事 杉地内 ㈲とみた工業 25,042,500
12/ ９ 平成 21 年度　南島汚水枝線管渠築造工事（３号） 南島地内 ㈲岩下産業 7,245,000
12/ ９ 平成 21 年度　南島汚水枝線管渠築造工事（４号） 南島地内 ㈲久保田建設工業 16,485,000
12/ ９ 小原龍宮用水機場改修工事 小原地内 城北工業㈱ 7,875,000
12/ ９ 八幡縦貫線道路整備工事 下吉田地内 森工業㈲ 28,161,000
12/ ９ 災補河第 364 号　大河内川災害復旧工事 小坂地内 ㈱岩下建設 7,297,500
12/ ９ 災補道第 374 号　松ヶ浦線災害復旧工事・松ヶ浦線単独災害復旧工事 鹿北町芋生地内 ㈱小川建設 6,037,500
12/10 山鹿市総合体育館太陽光発電設置工事 熊入町地内 ㈱九電工　山鹿営業所 34,545,000
12/10 山鹿保育園太陽光発電設備設置工事 川端町地内 相互電気設備㈱ 20,265,000
12/10 富慈園太陽光発電設備設置工事 鹿本町中川地内 ㈱菊鹿電設 22,932,000
12/10 かおう保育園太陽光発電設備設置工事 鹿央町合里地内 富田電工 19,089,000
12/10 平成 21 年度　南島３号マンホールポンプ施設工事 南島地内 開成工業㈱ 10,059,000
12/22 平成 21 年度　南島汚水枝線管渠築造工事（７号） 南島地内 ㈲松山建設 12,652,500
12/22 平成 21 年度　菊鹿東部Ⅱ期地区 10 工区（幹線４号その３）工事 菊鹿町上永野地内 ㈲鶴田建設工業 13,455,750
12/22 平成 21 年度　菊鹿東部Ⅱ期地区 11 工区（支線７号）工事 菊鹿町上永野地内 ㈱石阪産業 15,942,675
12/22 山鹿市　山鹿健康福祉センター太陽光発電設備設置工事 中地内 ㈱誠工社　山鹿支店 24,738,000
12/22 下永野地区石田頭首工改修工事 菊鹿町下永野地内 日本ｴﾌ ･ ｱｰﾙ・ﾋﾟｰ 12,283,950

入札結果の報告（12 月分）

２月

＊主催者の都合により時間や内容など変更になる場合があります。
　なお、各催しのチケット・主催者などの問合わせは、八千代座
　までどうぞ（☎４４‐４００４）

開催日 行　事　名 時間 料金

１日㈪ 山鹿市教育基本計画推進事業
「夢をつかむ立志プロジェクト」 午後 関係者

３日㈬ 義士まつり前夜祭　
田辺一鶴追悼講談会 夜間 無料

７日㈰「邪馬台国と方保田東原遺跡の謎に
迫る」　講演会と映画上映会 午後 要

整理券
10 日㈬ 休館日 − −

13 日㈯
認知症になっても安心して暮らせ
るまちづくりフォーラム in やまが
2010

午後 無料

17 日㈬ 八千代座 100 周年
オープニングセレモニー 午後 無料

19 日㈮ 第１回山鹿市老人クラブ連合会
芸能大会 日中 無料

20 日㈯

山鹿市男女共同参画フォーラム in　
　　　　　　　　　　　　　やまが
〜誰もが自分らしく心豊かに　
　　　　　　　ともに輝くために〜

午後 無料

28 日㈰ 八千代座子供カブキ教室発表会 午後 無料
⃞▶鹿央町生涯学習講座　絵画作品展
　静物、風景など約 18 点展示
　期間▷２月１日㈪〜 13 日㈯まで
⃞▶うしじま　あい　クレヨン画作品展
　人物画を中心に、親しみのあるクレヨンで描く
　期間▷２月 15 日㈪〜 27 日㈯まで
　　（最終日はそれぞれ 15：00 まで）

⃞▶第２回「古布で暮しを楽しむ展」
　期間▷３月６日㈯〜７日㈰
　同時開催：昔の帯でバックを作りませんか
　募集人員▷両日とも先着７人
　参加費▷ 600 円（材料代、一日保険料含む）
　申込締切▷２月 15 日㈪
　バックの大きさ▷ 23 ㎝ ×28 ㎝
※準備物はありません。（用意しています）
※今年も昼食に山鹿の野菜たっぷりのだんご汁を用意し
　ています。

酒蔵「天聴」（日吉町）　時間▷ 10：00 〜 16：00
…古布で山鹿をおこそう会

　　☎４３‐３１６１（長瀬）☎４４‐６８０８（伊東）
パスタ＆ギャラリーポポロ（鹿校通）☎４４‐４８３５
時間▷ 11：30 〜 21：00（日曜日定休）

＊都合により変更になる場合があります。（鹿本郡市医師会）＊営業時間が異なる薬局がありますので、詳しくはお尋ねください。

２
月
の
休
日
在
宅
当
番
医

　
　
　

お
よ
び
当
番
薬
局

日 ( 曜） 診療時間：午前９時〜午後５時 営業時間：午前９時〜午後５時
７日㈰ 井上小児科医院 / 徳永循環器科内科医院 / 幸村医院 岩下薬局
11 日㈷ 山鹿温泉リハビリテーション病院 / まえはら泌尿器科クリニック まつ薬局 / 岩下薬局
14 日㈰ かもと整形外科医院 / くりた皮ふ科医院 まつ薬局 / 岩下薬局
21 日㈰ 山鹿回生病院 / 小林医院 岩下薬局
28 日㈰ 保利病院 エース薬局 / まつ薬局 / 岩下薬局

2010 冬の九州灯りの祭典　『山鹿灯籠浪漫・百華百彩』
　豊前街道が竹灯りや和傘灯りのオブジェ
に彩られ、幻想的な雰囲気に包まれます。
日時▽２月の毎週金・土曜日
　　　午後７時〜 10 時
　　　（午後５時半から点灯開始）
会場▽豊前街道・八千代座・金剛乗寺・
　　　湯の端公園　ほか

★★
交通規制▽豊前街道（湯の端公園〜天琴　　
　　　　　ラーメン前交差点の区間）
　　　　　午後５時〜 10 時半
※点灯ボランティアを募集して
　います。ガスライターなどを
　持参してお越しください。

…山鹿温泉観光協会　
　　　　 ☎４３‐２９５２
問合せ

⃞▶卒寿を迎えて　〜母娘の古裂あそび展〜
　和布を使った下げもんや、人形・小物などを展示
　期間▷２月 26 日㈮〜３月３日㈬
染・織物工房かみや（九日町）　時間▷ 10：00 〜 17：00
※問い合わせは田添へ☎４３‐８６３６山鹿風情物語

日時▷２月の毎週金・土曜
　　　午後８時半開演
入場料▷ 500 円（会場で販売）
内容▷山鹿太鼓・山鹿灯籠踊り・お楽しみ抽選会

…山鹿温泉観光協会　 ☎４３‐２９５２

申込・問合せ

▲昨年のオブジェ
　（金剛乗寺前）

問合せ
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【山健福】　　山鹿健康福祉センター
【ひだまり】　鹿本生涯学習・健康セ
　　　　　　  ンター ひだまり

【ひまわり館】菊鹿健康福祉センター
　　　　　　  ひまわり館

【鹿央研セ】　鹿央多目的研修センター
【鹿北老福】　鹿北老人福祉センター

健康カレンダー
場所の省略表記

Vol.10

　子宮頚
けい

がんの予防ワクチンが、日本でもようやく発
売されました。女性の 100％がこの予防接種を受けると、
子宮頚がんは 70％減ると予想されています。
　さてこの予防接種、いつ誰が受けるとよいのでしょ
うか ? 子宮頚がんの多くは、ヒトパピローマウィルスが
外から入ってきて子宮の入り口 ( 子宮頚部 ) に住み着く
ことがきっかけになります。ですから、このウィルス
が入ってくる前、チャンスとなる初めてのセックスの
前、一般的には十代前半の女子が予防接種の対象とな
ります。つまり、小学校高学年から中学生の間という
ことです。
　けれども子宮がんは早期発見のできるがんです。定
期的な検診で、がんに進む手前で治療することができ、

茶 色 の お り も の 、 出 血 に は
ご 注 意 ( 子 宮 が ん )

山鹿市立病院
女性外来　

片渕　美和子

子宮も卵巣も残せます。まず初めてのセックスから３年
以内に子宮がん検診を受けること、それ以後は１〜２年
ごとに検診を受けていただければ早期発見できます。
　一方、もう一つの子宮がん・子宮体がんは、妊娠の経
験のない人、肥満、高血圧、糖尿病のある人、乳がん治
療を含めたホルモン療法を長く受けている人などが要注
意です。40 代後半から閉経後にこのがんが増えます。子
宮頚がんの検診の際に、体がん検診も受けることができ
ます。頚がんも体がんも、初期症状は「変な出血」です。
定期検診に加えて、この出血または茶色っぽいおりもの
があったら受診しましょう。市立病院では、女性外来と
して毎週水曜日の午後１時〜５時まで診療を行っていま
す。お気軽にお立ち寄り下さい。

２
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６
育児相談　9:30 〜
11:00  【ひまわり館】

母子健康手帳交付
13:30 〜 16:00 受付

             　【山健福】

１歳６か月児健診
（山鹿 ( 大道・三玉を
除 く )・ 鹿 北・ 鹿 央、
20 年６月生 ) 13:30 〜
14:00 受付 【山健福】

育児相談　9:30 〜
11:00 　【ひだまり】
母子健康手帳交付
13:30 〜 15:00 受付

     　　【ひだまり】

７ ８ ９ 10 11 12 13
育児相談　9:30 〜
11:00  【山健福・鹿北老福】
母子健康手帳交付
13:30 〜 16:00 受付

             　【山健福】

乳児健診
（三玉・菊鹿・鹿本、
21 年６月・10 月生 ) 

13:30 〜 14:00 受付
　　【ひだまり】

14 15 16 17 18 19 20
母子健康手帳交付
13:30 〜 16:00 受付

             　【山健福】

３・４か月児健診
（山鹿 ( 三玉を除く )・
鹿北・鹿央、21 年 10
月 生 ) 13:30 〜 14:00
受付　　  　【山健福】

３歳児健診
（山鹿 ( 大道・三玉を
除 く )・ 鹿 北・ 鹿 央、
18 年 10 月生 )13:30 〜
14:00 受付 【山健福】

21 22 23 24 25 26 27
育児相談　9:30 〜

11:00  【鹿央研セ】
母子健康手帳交付
13:30 〜 16:00 受付

             　【山健福】

７・８か月児健診
山鹿 ( 三玉を除く )・鹿
北・鹿央、21 年６月生 ) 
13:30 〜 14:00 受付

　【山健福】

１歳６か月児健診
（大道・三玉・菊鹿・

鹿本、20 年６月生 ) 
13:30 〜 14:00 受付

　【ひだまり】

３歳児健診
（大道・三玉・菊鹿・
鹿本、18 年 10 月生 ) 
13:30 〜 14:00 受付　

　【ひだまり】

28

お問い合わせは、健康増進課（保健師）
まで（健康福祉センター内）　　
☎４３‐００５０ 赤ちゃん と みんな の 健康情報赤ちゃん と みんな の 健康情報

予防接種は お 済 み で す か ？
献血に ご 協 力 く だ さ い

　献血者が減少しがちな冬期は、輸血用の血液不足がお
きやすい季節です。ご協力をお願いします。
場所と日時▷
①鹿本生涯学習・健康センター「ひだまり」　
　２月 23 日㈫　９：30 〜 11：30
　　　　　　　  12：30 〜 15：30
②山鹿市役所　
　２月 24 日㈬　９：30 〜 12：00
　　　　　　　  13：00 〜 16：00

新型インフルエンザワクチンの
予 防 接 種 の 費 用 助 成 に つ い て

女性特有のがん検診の 対 象 者 の 方 へ
〜 検 診 は 今 月 ま で と な っ て い ま す 〜

　女性特有のがん対策の一環として、下記の人が対象にな
ります。対象者でまだ検診がお済みでない人は、「検診無
料クーポン券」の有効期限が、2 月末日までとなっていま
すので、ぜひこの機会を利用して検診を受けましょう。

  《対象者》
子宮頸がん検診 乳がん検診

昭和63年４月２日〜平成元年４月１日 昭和43年４月２日〜昭和44年４月１日

昭和58年４月２日〜昭和59年４月１日 昭和38年４月２日〜昭和39年４月１日

昭和53年４月２日〜昭和54年４月１日 昭和33年４月２日〜昭和34年４月１日

昭和48年４月２日〜昭和49年４月１日 昭和28年４月２日〜昭和29年４月１日

昭和43年４月２日〜昭和44年４月１日 昭和23年４月２日〜昭和24年４月１日

　現在、医療機関において優先順位に基づき予防接種が
実施されています。
　優先接種対象者で山鹿市民の人には、費用助成を行っ
ています。内容は各家庭にチラシを配布しています。ご
不明な点は健康増進課へお尋ねください
※山鹿市のホームページにも掲載しています。

　下記対象の人は母子健康手帳を確認し、まだ済んでない
人は予防接種を受けましょう。

《二種混合 ( ジフテリア・破傷風 ) 予防接種対象者》
・小学６年生に相当する年齢の人
《麻しん風しん (MR) 予防接種対象者》
・第１期　生後１歳〜２歳未満
・第２期　小学校就学前の年長児
・第３期　中学校１年生に相当する年齢の人
・第４期　高校３年生に相当する年齢の人
※接種料金は無料（対象年齢を過ぎると自己負担）

平 成 2 2 年 度山鹿市各種健診ご 案 内 ！
　「平成 22 年度各種健診希望調査票」を１月下旬から２
月にかけて、19 歳以上の人がいる全世帯へ郵送していま
す。年に一度、自分の健康状態を確認し、生活習慣を見
直すチャンスです！
　２月 28 日㈰までに、同封の返信用封筒にて提出をお
願いします。詳しくは、健康増進課へお尋ねください。

♣応募時に３歳までのお子さんを募集しています。
　掲載ご希望の方は、写真とメッセージ、住所、
　氏名、生年月日を書いて、市役所秘書課へ郵送
　またはご持参ください。

♡わたしからのメッセージ
おじいちゃん、おばあちゃん、
いつまでも元気で長生きしてね。

田中　睦
むつみ

ちゃん
（H21. ５.13 生れ）

高橋（鹿本）

♡ぼくからのメッセージ
おばあちゃん、これからも
いっぱい遊んでね。

坂口　遼
りょうた

太ちゃん
（H21. ４. １生れ）

山鹿（山鹿）

星子　歩
あ ゆ み

実ちゃん
（H19. ７.21 生れ）

庄（鹿本）

♡わたしからのメッセージ
毎日保育園がとても楽しい
です。いっぱい食べて、お
兄ちゃん、お姉ちゃんのよ
うに大きくなります。

赤ちゃん大募集！赤ちゃん大募集！

建国記念日
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12月

お
よ
ろ
こ
び
・
う
ぶ
ご
え
・
お
く
や
み

◆ およろこび ◆
山　鹿
　山　鹿　古田　秀幸さん♥西　よしえさん
　　　　　高倉　健治さん♥大浦　涼子さん
　　　　　永山　孝雄さん♥野美山いずみさん
　　　　　甲斐　智哉さん♥森川麻衣子さん
　　　　　井口　裕二さん♥池田　里香さん
　　　　　大塚　健吾さん♥富丸由美子さん
　八　幡　髙木　陽介さん♥大源　純代さん
　　　　　大橋　勇斗さん♥上村　　愛さん
　平小城　福永　一真さん♥下田　愛美さん
　大　道　古澤　勇児さん♥中村真由美さん
鹿　北
　岩　野　米島　健輔さん♥栗原　由合さん
菊　鹿
　内　田　今村　博和さん♥松浦　亜季さん
鹿　本
　来　民　村上　　慶さん♥米ヶ田晴香さん

◆ うぶごえ ◆
山　鹿
　山　鹿　有田　裕

ゆうすけ

亮さん　播摩　陸
り く

空さん
　　　　　角田美

み ゆ う

優羽さん　緒方　叶
きょうすけ

丞さん
　米　田　星子　柚

ゆ き

希さん
　八　幡　池田　一

い ち か

花さん　長坂　統
と う ま

眞さん
　　　　　三森　寿

す ず

珠さん　北野いろはさん
　平小城　平田健

け ん た ろ う

太郎さん　
　三　岳　竹田　　誠

まこと

さん　古家　一
か ず き

樹さん
　三　玉　本村　越

え つ

月さん　吉川　和
あ い か

花さん
　大　道　江藤夫

ふ う き

優騎さん　牛島　崚
りょうた

太さん
　　　　　林田　悠

ゆ う ま

真さん　中嶋　　凜
りん

さん
　　　　　川上　心

み あ

愛さん
鹿　北
　岩　野　古澤　優

ゆ う り

莉さん
菊　鹿
　内　田　家入　伶

り こ

心さん
　六　郷　立山　康

や す と

心さん　　
鹿　本
　来　民　八田　愛

あ す み

純さん　豊田　憂
ゆ の

乃さん
　　　　　宮本　琉

る い

衣さん　佐々木虎
と ら の す け

之介さん
鹿　央
　千　田　渡辺マリアさん
　米野岳　井手　優

ゆ う か

花さん　朝倉　美
み ゆ

結さん

◆ おくやみ ◆
山　鹿
　山　鹿　荒木　和信さん (41)　田邉　次男さん (87)
　　　　　野田キミヱさん (87)　田中　義德さん (80)
　　　　　寺澤　儀信さん (68)　井野ミチコさん (91)
　　　　　松本　末代さん (92)　立山　英夫さん (76)
　　　　　野村公一郎さん (66)　中嶋ナルミさん (96)
　米　田　坂口　秀憲さん (83)　前田　五人さん (88)
　川　辺　立山　信子さん (101)　古澤　正光さん (71)
　　　　　池尻スミ子さん (89)
　八　幡　谷口美智江さん (86)　古川　實子さん (74)
　　　　　三根　忠憲さん (70)　森田起美江さん (80)
　　　　　宮田　雅弘さん (71)　北原　昭司さん (81)
　　　　　川口　　力さん (77)　橋村　重男さん (59)
　平小城　和田　章子さん (76)　前田チヨトさん (97)
　　　　　荒木ナツ子さん (87)
　三　岳　古家　保之さん (83)　有働希代人さん (71)
　　　　　横手　安隆さん (82)　池田　美子さん (78)
　三　玉　松本　勝惠さん (90)　大塚フミ子さん (90)
　大　道　丸山　光則さん (75)　古閑丸哲子さん (91)
　　　　　西山ミツネさん (96)
鹿　北
　岳　間　幸　フタエさん (104)　松本　ソヤさん (93)
　岩　野　松永　繁子さん (69)　太田黒　綾さん (40)
　　　　　白田　　晃さん (68)　川上　保邦さん (67)
　広　見　中島チトシさん (91)
菊　鹿
　内　田　横田　公義さん (81)　古家　重次さん (90)
　　　　　冨田ヤツエさん (87)　宮崎　裕光さん (44)
　　　　　渡邉　房行さん (89)
　六　郷　高木　靜則さん (81)　立山　和雄さん (80)
　　　　　立花フミヱさん (79)　古閑　元幸さん (80)
　　　　　下川　光子さん (98)
　城　北　吉里　閏一さん (75)
鹿　本
　稲　田　工藤　公代さん (82)　西田　昭一さん (82)
　　　　　平　ユキ子さん (77)
　来　民　父母トキ子さん (82)　松山　政子さん (83)
　　　　　村山　修司さん (45)
　中　富　石田　雷作さん (89)　田中　　亨さん (84)
鹿　央
　千　田　松本セヨ子さん (74)　内田　シメさん (86)
　　　　　富田三次郎さん (95)
　米野岳　松永　幸利さん (89)　朝倉きぬよさん (75)
※ 12 月中の届出受付分を掲載しています

　昨年実施しました「山鹿市地域商品券事業」をご利
用いただいた市民の皆さまならびに各事業所に厚くお
礼申しあげます。
　年末には、事業の成果を検証し、今後の地域活性化
策の参考にするため、アンケート調査を行いました。
アンケートの回答では、今後も続けて発行してほしい
と多数のご要望をいただいております。一方で商品券
の周知不足や利便性に関する指摘もありましたので、
今後の参考にしていきたいと考えております。

プレミアム付き商品券事業のご協力ありがとうございました
　なお、調査結果の詳しい内容はホームページに載せ
ていますのでご覧ください。
　今後も、皆さまのご意見を踏まえ、地域活性化のた
めにさまざまな事業を実施していきますので、ご協力
をよろしくお願いします。

…山鹿市経済振興委員会
　　　　事務局　山鹿商工会議所　☎４３−４１１１
　　　　　　　　山鹿市商工会　　☎４６−２１４１

問合せ

◆市◇民◆文◇芸◆
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標
つ
け
し
蔓
を
た
の
み
の
山
芋
掘
り
亡
兄
の

背
中
見
ゆ
ふ
る
さ
と
が
見
ゆ　

森
田　

洋
子

朝
靄
に
昇
る
薄
き
日
見
つ
め
つ
つ
友
と
語
ら

ひ
阿
蘇
路
に
入
り
ぬ　
　
　
　

坂
本
フ
サ
子

山
鹿
石
人
短
歌
会　

十
一
月
例
会

富
田
豊
子
選

入
相
の
鐘
風
に
の
り
流
れ
く
る
ひ
と
日
の
無

事
を
謝
し
て
合
掌　
　
　
　
　

友
枝　

英
子

　
夕
光
に
今
日
の
幸
せ
包
む
ご
と
芙
蓉
か
す
か

に
花
た
た
み
ゆ
く　
　
　
　
　

横
手　
　

淑

薬
師
堂
の
銀
杏
黄
葉
散
り
果
て
て
地
上
に
敷

き
て
尚
輝
け
り　
　
　
　
　
　

松
岡
み
ち
え

鹿
央
短
歌
会　

十
二
月
作
品

咲
き
匂
う
金
木
犀
に
誘
わ
れ
て
庭
に
出
る
の

が
楽
し
み
と
な
る　
　
　
　
　

上
野
い
づ
子

満
月
の
車
に
映
る
丸
い
月
窓
の
ガ
ラ
ス
に
四

方
輝
く　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
手　

幸
子

霜
月
に
咲
く
ホ
ト
ト
ギ
ス
眺
め
い
て
千
代
女

の
句
を
ば
思
い
出
し
を
り　
　

江
藤　

い
し

あ
ぢ
さ
ゐ
短
歌
会　

裸
木
と
な
り
た
る
梅
の
木
の
根
方
つ
ん
つ
ん

数
多
の
水
仙
芽
吹
く　
　
　
　

平
野　
　

妙

過
ぎ
去
り
し
哀
歓
の
日
日
思
ひ
つ
つ
歳
晩
の

夜
半
雪
降
り
積
も
る　
　
　
　

皆
本　

幸
子

ク
レ
ヨ
ン
と
ア
ド
レ
ス
帳
を
荷
に
納
め
新
年

入
所
の
老
女
の
穏
し
き　
　
　

鹿
子
木
泰
子

【
俳
　
句
】

鹿
本
俳
句
教
室　

 

十
二
月
例
会

利
光
釈
朗
選　
　

里
山
を
墨
絵
と
な
し
ぬ
冬
霞　

　
　
　

坂
本　

礼
子

霜
柱
し
か
と
靴
跡
残
し
け
り

小
原　

洋
子

手
袋
に
息
吹
き
か
け
て
登
校
児

藤
永　

郁
代

山
鹿
俳
句
会　

こ
ろ
が
っ
て
柚
子
の
と
ど
ま
る
所
ま
で　
　

坂
田　

貞
子

ひ
そ
や
か
に
み
な
ぎ
る
力
寒
小
菊平

野
ム
ツ
子

錦
帯
橋
越
し
に
紅
葉
の
山
を
見
る本

田　

孝
子

菊
鹿
銀
河
俳
句
会　

立
冬
や
木
の
葉
銜こ

わ
え
て
神
事
終
ゆ

内
古
閑
ひ
と
み

石
臼
の
氷
融と

け
つ
つ
日
を
弾
く　

酒
井　

睦
美

終
り
な
き
農
婦
を
熟こ

な
す
師
走
か
な吉

里
千
鶴
子

タ
ッ
プ
俳
句
教
室　

か
じ
か
む
手
さ
わ
り
し
お
湯
の
心
地
良
さ　

　
　
　
　
　
　
　

富
士
木
勇
人

紅
葉
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
に
朝
日
さ
す

　
　
　

栄　

ひ
ろ
み

パ
ン
ジ
ー
の
ほ
ほ
え
む
顔
に
つ
ら
れ
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
園
美
奈
子

【
肥
後
狂
句
】

肥
後
狂
句
や
ま
が
会　

十
二
月
例
会

立
山
連
峰
選

嘘
も
方
便　

告
知
せ
ん
ま
ま
診
る
主
治
医

長
瀬　

狂
介

し
み
じ
み
と　

知
覧
に
行
く
と
泣
か
さ
る
る

宮
本
て
つ
哉

打
ち
当
て
て　

怪
我
よ
り
車
撫
で
よ
ら
す　

渡
辺　

一
久

ま
ァ
だ
早
か　

隠
居
は
し
ば
し
先
延
ば
し

黒
田　

如
水

打
ち
当
て
て　

む
ご
う
石
垣
悪
た
わ
す　

大
村　

輪
子

新
谷
不
動
選

嘘
も
方
便　

花
も
実
も
あ
る
思
い
や
り

小
水
流
繁
富

カ
レ
ン
ダ
ー　

良
い
格
言
に
出
会
う
朝

古
里
イ
ツ
代

し
み
じ
み
と　

知
床
旅
情
口
ず
さ
む

本
田　

計
介

年
寄
り
の　

よ
き
日
本
国
守
っ
と
る

三
代
ミ
ン
子

ま
ァ
だ
早
か　

指
図
し
ゅ
う
で
ち
す
る
嫁
御

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
野　

お
節

河
鹿
会　

肥
後
狂
句　

十
二
月
例
会

課
題
句　

古
川
ひ
ろ
み
選　

工
事
中　

古
墳
が
仕
事
う
っ
止
め
た　

　

伊
藤　
　

元

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ　

新
型
ま
じ
ゃ
割
り
込
う
で

藤
本　

富
男

ど
ん
ど
や　

書
初
め
上
ぐ
る
子
も
お
ら
ん

山
本　

凡
太
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■人口と世帯
人口 57,628 （ − 61 ）
　男 27,178 （ − 37 ）
　女 30,450 （ − 24 ）
世帯数 21,042 （ − 27 ）
12 月末現在（前月末比）

　

編
集
後
記

♥
八
千
代
座
が
、
開
業
99
年
目
を
迎
え
ま

し
た
。
八
千
代
座
は
、
明
治
43
年
３
月
に

建
設
が
議
決
し
た
こ
と
に
よ
り
建
築
工
事

が
始
ま
り
、
同
年
12
月
に
は
完
成
。
今
更

な
が
ら
、
こ
の
期
間
で
よ
く
建
っ
た
な
ぁ

と
、
感
心
し
て
な
り
ま
せ
ん
。
当
時
の
旦

那
衆
の
心
意
気
や
周
り
の
活
気
が
そ
う
さ

せ
た
ん
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
時
の
に
ぎ
わ

い
を
戻
し
た
い
で
す
ね
。

♥
２
月
４
日
は
立
春
。
ま
だ
ま
だ
寒
い
日

が
続
い
て
い
ま
す
が
、
梅
の
つ
ぼ
み
は
少

し
ず
つ
ほ
こ
ろ
ん
で
い
ま
す
。
間
違
い
な

く
春
は
近
づ
い
て
い
る
よ
う
で
す
。(

か) 

♠
今
年
の
成
人
式
は
全
員
が
平
成
生
ま

れ
。会
場
で
は
色
鮮
や
か
な
振
り
袖
や
ス
ー

ツ
姿
で
級
友
や
恩
師
の
先
生
と
の
再
会
を

喜
ぶ
姿
が
見
ら
れ
、
あ
ち
こ
ち
で
写
真
を

撮
っ
て
い
ま
し
た
。
式
も
和
や
か
な
雰
囲

気
で
終
わ
り
ま
し
た
。
取
材
の
た
め
に
写

真
を
撮
ら
せ
て
と
お
願
い
す
る
と
、
あ
っ

と
い
う
間
に
人
が
集
ま
り
、
バ
ッ
チ
リ

ポ
ー
ズ
を
決
め
て
く
れ
ま
し
た
。
お
か
げ

で
よ
い
写
真
が
撮
れ
ま
し
た
。　
　

(

卓)

一
、八
千
代
座
建
設

▲ 江  上  定  雄

▲ 井 上  明 四 郎

▲八千代座の株券
　米１俵が５円で買えたこの時代、
　今のお金に換算すると１株 10 万
　円ぐらいの価値。

環境保護印刷製品
「水なし印刷」認証番号S33

　

明
治
時
代
の
山
鹿
は
、
熊
本
県
北
の
商
工
業
の
中
心
都
市
で
し

た
。
水
陸
交
通
の
要
所
で
、
物
資
の
集
散
地
、
屈
指
の
温
泉
場
と

し
て
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

明
治
の
山
鹿
の
三
大
改
革
は
、明
治
３
年
の
山
鹿
温
泉
（
桜
湯
）

大
改
築
、
明
治
29
年
の
山
鹿
鉄
道
株
式
会
社
（
後の

ち

の
鹿
本
鉄
道
）

創
立
、そ
れ
と
明
治
43
年
の
八
千
代
座
建
設
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
改
革
の
裏
に
は
、
明
治
維
新
に
活
躍
し
た
横
井
小
楠

の
門
下
生
で
あ
っ
た
実
学
の
思
想
を
持
っ
た
人
た
ち
の
存
在
が
あ

り
ま
し
た
。

　

江
上
津
直
、
井
上
甚
十
郎
ら
は
、
山
鹿
温
泉
（
桜
湯
）
を
改
築

し
、
各
種
産
業
を
振
興
し
て
山
鹿
の
発
展
を
図
り
ま
し
た
。
八
千

代
座
建
設
に
は
、
そ
の
流
れ
を
く
む
後
継
者
の
江
上
定
雄
、
井
上

明
四
郎
ら
が
町
の
繁
栄
を
目
的
に
建
設
に
取
り
掛
か
り
ま
し
た
。

　

山
鹿
町
劇
場
事
務
所
の
明
治
43
年
２
月
起
こ
し
の
日
記
に
よ
る

と
、「
山
鹿
は
天
の
恵
み
で
あ
る
最
良
の
温
泉
が
あ
り
、
商
工
業

が
繁
盛
し
、
県
下
の
枢す

う
よ
う要
の
地
で
あ
り
、
熊
本
市
に
次
い
で
に
ぎ

わ
い
を
見
せ
て
い
る
ま
ち
で
あ
る
の
で
、
劇
場
設
置
は
必
ず
必
要

な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
山
鹿
実
業
会
が
劇
場
設
置
に

つ
い
て
提
唱
し
、
数
回
に
わ
た
り
議
論
を
尽
く
し
た
結
果
、
明
治

43
年
２
月
６
日
の
山
鹿
実
業
会
評
議
員
会
で
、
当
町
字
上
東
（
現

在
地
）
に
設
置
す
る
こ
と
を
可
決
し
た
…
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
２
月
８
・
12
・
14
日
、
３
月
１
日
に
創
立
委
員
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
最
初
、
創
立
委
員
に
選
ば
れ
た
の
は
、
江
上

定
雄
、
井
上
明
四
郎
、
牛
島
弥
七
、
川
津
伝
蔵
、
甫
足
藤
太
、
宗

庄
吉
、
今
井
仁
喜
平
、
本
田
喜
久
八
、
石
川
倉
八
、
古
田
潔
、
駒

井
信
五
郎
、
徳
永
護
雄
た
ち
で
し
た
。

　

山
鹿
実
業
会
の
会
長
で
あ
っ
た
江
上
定
雄
は
、劇
場
組
合（
八
千

代
座
組
合
）
の
会
長
と
な
り
、
井
上
明
四
郎
が
そ
の
片
腕
と
な
っ

て
江
上
定
雄
を
助
け
、
ほ
か
の
創
立
委
員
も
陣
頭
に
た
っ
て
出
資

金
集
め
に
奔
走
し
ま
し
た
。
一
株
30
円
の
株
が
500
株
発
行
さ
れ
ま

し
た
。
株
主
に
な
っ
た
人
は
127
人
、
１
株
株
主
に
な
っ
た
人
は
63

人
で
、
１
人
で
50
株
持
っ
た
人
も
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
明
治
43
年
３
月
６
日
に
、
下
町
の
鹿
門
館
で
劇
場
組

合
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
と
き
の
議
長
が
江
上
定
雄
で
、

山
鹿
温
泉
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
趣
旨
と
し
て
、
八
千
代

座
建
設
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

準
備
が
で
き
次
第
建
築
工
事
は
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
総
建
坪
は

５
０
１
．
４
坪
（
１
階
３
６
０
．
５
坪
、
２
階
１
１
７
坪
、
奈
落

２
３
．
９
坪
）
で
総
工
費
は
２
０
、９
５
７
円
で
し
た
。

　
　
　
　
参
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代
座
』


